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・子ども・子育て支援新制度が
　　始まります！� ２～３Ｐ
・軽自動車税の税率（年額）が
　　変わります� ８Ｐ
・第30回利根町駅伝大会参加者募集� 13Ｐ
・町の話題� 16～18Ｐ
・利根交番だより� 28Ｐ

主な内容

△アトラクションでの利根二葉幼稚園による
鼓笛ドリル演奏

△地区対抗リレーでは、選手に熱い声援が！

スポーツの秋！
　運動会でいい汗流す。
　また、町民の交流を深める

―10 月 12 日（日）利根中学校―

第 43 回　利根町町民運動会
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保育園
・布川保育園（布川３００３－２　℡６８－３５０１）
・文間保育園（立木７５５　℡６８－３１９４）
・東文間保育園（中谷１００５－１　℡６８－２３０３）

利用できる教育・保育の施設とサービス
・給付対象施設

保育料について
　給付対象施設を利用する場合の保育料は、所得に応じた負担を基本として、国が定める水準を上限として、
町が設定します。具体的な保育料については、今後、順次お知らせします。
　また、各園において、実費負担や上乗せ利用料が発生する場合があります。
　なお、給付対象施設に移行しない幼稚園などの保育料については、今までと変わらず、幼稚園が定める保育
料となります。

よくある質問

◎問い合わせ先　役場福祉課　子ども福祉係　℡６８－２２１１（内線３３７）

Q：認定が受けられない場合はありますか？
A：２号・３号認定については、就労時間などにより保育を必要とする事由に該当しない場合は、受けら

れないことがあります。３歳以上のお子さんで２号認定を受けないお子さんはすべて１号認定とな
ります。

Q：新制度では、保育所への入園手続きはどうなりますか。従来の申し込み方法から変更はありますか？
A：保育の必要性の認定手続きが必要となりますが、これまでの手続きの流れが大幅に変わることはあり

ません。なお、新制度での入園手続きは、１２月～１月を予定しております。
Q：認定こども園（利根大和幼稚園・利根二葉幼稚園）の利用を希望する場合も保育の必要性の認定を受

ける必要がありますか？
A：新制度の下では、幼稚園や認定こども園だけでなく施設などを利用する保護者の方は、必ず３つの区

分によるいずれかの認定を受けていただく必要があります。当町にある認定こども園（利根大和幼
稚園・利根二葉幼稚園）を利用する場合も「１号認定（教育標準時間認定）」か「２号・３号認定（保
育標準時間・保育短時間）」を受けていただく必要があります。

施設名 特　　　　　色 利用できる子ども

幼稚園 小学校以降の教育の基盤をつ
くるための幼児期の教育を行
う学校

昼過ぎごろまでの教育のほか、園に
より教育時間前後や園の休業中の預
かり保育などを実施

１号認定子ども
（満３歳以上）

認定こども園
・利根大和幼稚園
・利根二葉幼稚園

保護者の働いている状況に関
わりなく、どのお子さんも教
育・保育を一緒に受けます。

保護者が働かなくなったな
ど、就労状況が変わった場合
も、通い慣れた園を継続して
利用できます。

昼過ぎごろまでの教育のほか、園に
より教育時間前後や園の休業中の預
かり保育などを実施

１号認定子ども
（満３歳以上）

朝から夕方までの保育
※延長保育を実施

２号認定子ども
（満３歳以上）
３号認定子ども
（満３歳未満）

保育所
 ・布川保育園 
・文間保育園
 ・東文間保育園

就労などのため、家庭で保育
のできない保護者に代わって
保育する施設

朝から夕方までの保育
※延長保育を実施

２号認定子ども
（満３歳以上）
３号認定子ども
（満３歳未満）

地域型保育 他の施設より少人数の単位
で、０～２歳児の子どもを預
かる事業

①家庭的保育　　②小規模保育
③事業所内保育　④居宅訪問型保育

３号認定子ども
（満３歳未満）
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　一人一人の子どもが健やかに成長することができる社会を目指して、平成２７年４
月から「子ども・子育て支援新制度」が始まる予定です。
　新制度では、幼児期の教育・保育の総合的な提供や、待機児童対策、地域の子育て
支援の充実を図ることを目的としています。

子ども・子育て支援新制度が始まります！

保育の必要性の認定制度が始まります
①３つの認定区分
◆１号認定：教育標準時間・満３歳以上
　お子さんが満３歳以上で、幼稚園や認定こども園などで教育を希望される場合
・主な利用施設：幼稚園、認定こども園
◆２号認定：保育認定・満３歳以上
　お子さんが満３歳以上で「保育を必要とする事由」（参照：保育を必要とする事由）に該当し、保育所や認
定こども園などで保育を希望する場合
・主な利用施設：保育所、認定こども園
◆３号認定：保育認定・満３歳未満
　お子さんが満３歳未満で「保育を必要とする事由」（参照：保育を必要とする事由）に該当し、保育所や認
定こども園などで保育を希望する場合
・主な利用施設：保育所、認定こども園、地域型保育（小規模保育など）

②保育の必要量に応じた区分
　２号認定または３号認定を受ける方は、保育の必要量によって、さらに「保育標準時間」と「保育短時間」
に区分されます。
○「保育標準時間」利用
　フルタイム勤務【１２０時間以上／月・３０時間以上／週】の方が利用できる区分
　保育所等の利用可能時間は、１日１１時間（利用可能な時間帯）
○「保育短時間」利用
　パートタイム勤務【６４～１２０時間／月】の方が利用できる区分
　保育所等の利用可能時間は、１日８時間（利用可能な時間帯）
※保育の開始・終了時間は、施設により異なります。

保育を必要とする事由
・就労（フルタイム、パートタイム、夜間、自営業など基本的にすべての就労を含む）
・妊娠、出産　　
・保護者の疾病、障害
・同居または長期入院等している親族の介護・看護（兄弟姉妹の小児慢性疾患に伴う看護など）
・災害復旧
・求職活動（起業準備含む）
・就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）
・虐待やＤＶの恐れがあること
・育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要な場合
・その他町が認める場合

利根町にある利用施設
認定こども園
・利根大和幼稚園（布川２０７０　℡６８－３４３８）
・利根二葉幼稚園（羽根野８５０　℡６８－４６３３）
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第３回
利根町議会定例会

平
成
26
年
度
予
算
を
補
正

平
成
25
年
度
決
算
を
認
定

　

平
成
26
年
第
３
回
利
根
町
議

会
定
例
会
が
、
９
月
２
日（
火
）

か
ら
12
日（
金
）
ま
で
、
通
算

11
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
期
定
例
会
に
は
、
町
長
か

ら
平
成
26
年
度
一
般
会
計
な
ら

び
に
各
特
別
会
計
の
補
正
予

算
、
町
条
例
の
改
正
・
制
定
、

平
成
25
年
度
の
決
算
認
定
な
ど

合
計
22
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
、
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、
８

名
の
議
員
が
登
壇
。
子
育
て
支

援
対
策
に
関
す
る
質
問
の
ほ

か
、
防
犯
・
防
災
関
係
、
消
費

税
増
税
分
の
事
業
計
画
、
雨
水

路
・
Ｕ
字
溝
の
除
染
、
町
づ
く

り
や
町
の
活
性
化
な
ど
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
詳
し

く
は『
と
ね
ま
ち
議
会
だ
よ
り
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

主
な
条
例
の
制
定
な
ど

平
成
26
年
度
予
算
を
補
正

平
成
25
年
度
決
算
を
認
定

利
根
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

制
定
に
伴
い
、
特
定
教
育
・
保

育
施
設
（
認
定
子
ど
も
園
・
幼

稚
園
・
保
育
所
）
の
運
営
に
関

す
る
基
準
お
よ
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
が
、
条
例
で
定
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

利
根
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す

る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な

提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
」
に
お
け
る
児
童

福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
お
よ
び

運
営
に
関
す
る
基
準
が
、
条
例

で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

利
根
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

同
様
に
、
児
童
福
祉
法
の
改

正
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
整
備
お
よ
び
運
営

に
関
す
る
基
準
が
、
条
例
で
定

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

財
産
の
取
得

　

利
根
町
消
防
団
第
１
分
団
お

よ
び
第
４
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
買
い
替
え
る
た
め
、

町
条
例
の
規
定
に
よ
り
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▽
一
般
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４

０
９
１
万
２
０
０
０
円
が
追

加
さ
れ
、
総
額
が
56
億
４
６

６
８
万
２
０
０
０
円
に
な
り

ま
し
た
。

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

事
業
勘
定
は
、
既
定
の
予
算

額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
４
５
７
３
万
２
０
０
０
円

が
追
加
さ
れ
、
総
額
が
24
億

８
１
７
８
万
８
０
０
０
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
直
営
診
療
施
設
勘

定
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
６
６
９
万
７
０
０
０
円
が

追
加
さ
れ
、
総
額
が
１
億
２

６
９
２
万
６
０
０
０
円
に
な

り
ま
し
た
。

▽
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
８
９
万
円

が
追
加
さ
れ
、
総
額
が
２
億

６
４
５
１
万
５
０
０
０
円
に

な
り
ま
し
た
。

▽
町
営
霊
園
事
業
特
別
会
計

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
９
１
万
３
０

０
０
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額

が
８
３
１
万
３
０
０
０
円
に

な
り
ま
し
た
。

▽
介
護
保
険
特
別
会
計

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
６
万
４

０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
、
総

額
が
13
億
２
９
７
６
万
１
０

０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

▽
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
１
万
７
０

０
０
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額

が
９
１
３
万
５
０
０
０
円
に

な
り
ま
し
た
。

▽
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
67
万
４
０
０
０

円
が
追
加
さ
れ
、
総
額
が

３
億
２
０
５
６
万
７
０
０
０

円
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
利
根
町
一
般
会

計
な
ら
び
に
各
特
別
会
計
の
決

算
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
一
般
会
計

・
歳
入
合
計

54
億
６
６
９
３
万
７
３
９
６

円
・
歳
出
合
計

52
億
３
１
０
９
万
２
６
２
３

円
●
国
保
特
別
会
計（
事
業
勘
定
）

・
歳
入
合
計

25
億
８
５
２
７
万
１
３
２
９

円
・
歳
出
合
計

24
億
６
１
３
７
万
２
７
４
７

円
●
国
保
特
別
会
計（
施
設
勘
定
）

△

議
案
の
総
括
説
明
を
す
る
遠
山
町
長
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・
歳
入
合
計

１
億
４
１
１
９
万
９
４
５
０

円
・
歳
出
合
計

１
億
８
７
７
万
３
７
６
７
円

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
歳
入
合
計

３
億
８
２
５
７
万
１
５
７
６

円
・
歳
出
合
計

３
億
７
０
５
３
万
７
１
８
８

円
●
町
営
霊
園
事
業
特
別
会
計

・
歳
入
合
計

１
３
０
０
万
８
１
０
８
円

・
歳
出
合
計

１
０
０
９
万
５
０
６
３
円

●
介
護
保
険
特
別
会
計

・
歳
入
合
計

12
億
９
３
６
８
万
２
３
８
４

円
・
歳
出
合
計

12
億
４
４
９
３
万
６
２
１
４

円
●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

・
歳
入
合
計

９
５
７
万
４
８
８
円

・
歳
出
合
計

８
４
５
万
２
７
１
８
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
歳
入
合
計

３
億
２
０
６
５
万
３
０
４
２

円
・
歳
出
合
計

３
億
１
９
９
７
万
８
４
８
０

円

項　　　目 収入済額（円） 構成比（％）

町 税 1,402,228,852 25.6
地 方 譲 与 税 90,619,000 1.7
利 子 割 交 付 金 4,329,000 0.1
配 当 割 交 付 金 7,061,000 0.1
株式等譲渡所得割交付金 11,669,000 0.2
地 方 消 費 税 交 付 金 111,536,000 2.0
自動車取得税交付金 21,623,000 0.4
地 方 特 例 交 付 金 10,656,000 0.2
地 方 交 付 税 1,900,284,000 34.8
交通安全対策特別交付金 2,193,000 0.0
分 担 金 及 び 負 担 金 47,709,390 0.9
使 用 料 及 び 手 数 料 41,848,045 0.8
国 庫 支 出 金 446,207,089 8.2
県 支 出 金 304,302,546 5.6
財 産 収 入 11,971,256 0.2
寄 附 金 99,000 0.0
繰 入 金 231,730,522 4.2
繰 越 金 226,277,680 4.1
諸 収 入 238,041,016 4.4
町 債 356,552,000 6.5

歳 入 合 計 5,466,937,396 100.0

項　　　目 支出済額（円） 構成比（％）

議 会 費 90,365,476 1.7
総 務 費 813,424,540 15.6
民 生 費 1,489,095,361 28.5
衛 生 費 571,857,113 10.9
農 林 水 産 業 費 268,042,141 5.1
商 工 費 21,215,901 0.4
土 木 費 331,934,678 6.3
消 防 費 317,597,071 6.1
教 育 費 510,720,548 9.8
公 債 費 465,197,689 8.9
諸 支 出 金 324,132,000 6.2
災 害 復 旧 費 27,510,105 0.5
予 備 費 0 0.0 

歳 出 合 計 5,231,092,623 100.0

平成 25 年度　一般会計決算状況

歳　入 歳　出

利根町制施行 60 周年記念事業
アイデア募集は終了しました

たくさんのご応募ありがとうございました。
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要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
で
、
利
根
町
障
害
者
控
除
対

象
者
の
認
定
基
準
に
該
当
す
る

方
は
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
な
く
て
も
、所
得
税
・

住
民
税
申
告
の
際
、
障
害
者
控

除
対
象
者
と
し
て
所
得
か
ら
一

定
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
さ
れ

て
い
る
方
で
、
要
介
護
度
に
変

更
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
昨

年
交
付
さ
れ
た
認
定
書
を
そ
の

ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
に
つ
い
て

要介護認定を受けている方の

所得税・住民税申告の
障害者控除について

●
申
請
対
象
者

（
左
記
の
◆
利
根
町
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
基
準
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
）

①
平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
、

新
た
に
要
介
護
１
以
上
の
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

②
昨
年
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」
を
交
付
さ
れ
た
後

の
要
介
護
認
定
に
お
い
て
介

護
度
に
変
更
の
あ
っ
た
方

●
申
請
手
続
き

役
場
福
祉
課
窓
口
に
あ
る
申

請
書
に
記
載
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
要
印
鑑
・
家
族

代
理
申
請
可
）。

●
認
定
書
の
交
付
に
つ
い
て

　

後
日
申
請
者
へ
郵
送
し
ま
す
。

※
「
障
害
者
手
帳
」
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
は
「
障
害
者
手

帳
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
障
害

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
利
根
町
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
基
準
に
つ
い
て

障
害
者
に
準
ず
る
者
に
該
当

①
要
介
護
１
お
よ
び
２
の
方
で

直
近
の
要
介
護
認
定
資
料
に

て
障
害
自
立
度
が
Ａ
ラ
ン
ク

以
上
、
ま
た
は
認
知
症
自
立

度
が
Ⅱ
ラ
ン
ク
以
上
の
方

②
要
介
護
３
の
方
で
直
近
の
要

介
護
認
定
資
料
に
て
障
害
自

立
度
が
Ａ
ラ
ン
ク
、
ま
た
は

認
知
症
自
立
度
が
Ⅱ
ラ
ン
ク

の
方

特
別
障
害
者
に
準
ず
る
者
に
該

当①
要
介
護
３
の
方
で
直
近
の
要

介
護
認
定
資
料
に
て
障
害
自

立
度
が
Ｂ
ラ
ン
ク
以
上
、
ま

た
は
認
知
症
自
立
度
が
Ⅲ
ラ

ン
ク
以
上
の
方

②
要
介
護
４
お
よ
び
５
の
方

③
①
、
②
の
規
定
に
関
わ
ら
ず

お
お
む
ね
６
カ
月
以
上
臥
床

し
、
食
事
お
よ
び
排
せ
つ
等

の
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る

寝
た
き
り
高
齢
者
（
当
該
事

項
が
記
載
さ
れ
た
主
治
医
の

証
明
が
必
要
で
す
）。

　

お
む
つ
代
に
つ
い
て
「
医
療

費
控
除
」
を
受
け
る
場
合
、
医

療
機
関
の
発
行
す
る
『
お
む
つ

使
用
証
明
書
』
と
『
お
む
つ
代

の
領
収
書
』
が
必
要
で
す
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
で
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降

の
方
は
、
町
で
発
行
す
る
『
主

治
医
意
見
書
の
内
容
を
確
認
し

た
書
類
』
に
て
『
お
む
つ
使
用

証
明
書
』
の
代
用
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
方

【
医
療
費
控
除
を
初
め
て
受
け

る
方
】

　

寝
た
き
り
状
態
で
、
な
お
か

つ
医
療
上
お
む
つ
の
使
用
が
必

要
で
あ
る
と
医
療
機
関
が
認
め

た
場
合
。

→
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
の

交
付
が
必
要

【
要
介
護
認
定
を
受
け
医
療
費

控
除
２
年
目
以
降
】

　

下
記
の
●
主
治
医
意
見
書
の

内
容
を
確
認
し
た
書
類
の
交
付

要
件
を
満
た
す
方

→
書
類
の
交
付
に
つ
い
て
は
町

へ
の
申
請
が
必
要

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
は
、
医
療
機
関
の
発
行
す

る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
手
続
き

役
場
福
祉
課
に
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請

書
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
家

族
代
理
申
請
可
）

●
主
治
医
意
見
書
の
内
容
を
確

認
し
た
書
類
の
交
付
要
件

直
近
の
要
介
護
認
定
に
お
い

て
主
治
医
が
作
成
し
た
書

類
（
主
治
医
意
見
書
）
の
記

載
内
容
の
う
ち
、
障
害
自
立

度
が
Ｂ
ラ
ン
ク
以
上
に
該
当

し
、尿
失
禁
の
可
能
性
が「
あ

り
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
場

合
の
み
交
付
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
主
治
医
意
見
書
に
て
前
述
の

確
認
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、

町
で
は
当
該
書
類
を
交
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
医
療
機
関
（
医

師
）
よ
り
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

●
書
類
の
交
付
に
つ
い
て

　

後
日
申
請
者
へ
郵
送
し
ま
す
。

▽
要
介
護
認
定
に
係
る
障
害
者

控
除
・
お
む
つ
代
の
医
療
費

控
除
の
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課　

高
齢
介
護
係

℡
68

－

２
２
１
１

　
　
　
　
（
内
線
３
４
８
）



平成 26 年 11 月（№ 608）７

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

小
型
家
電
に
含
ま
れ
る

レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
！
～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

し
た
金
額
が
所
得
税
・
市
町
村

民
税
等
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
で
、
国
民
年
金
保

険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
申
告
す
る
場
合
は
、納
付（
見

込
み
を
含
む
）
し
た
国
民
年
金

保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
11
月
上
旬
に
生

命
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
控

除
証
明
書
と
同
様
の
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」（
は
が
き
）
が
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。

●
対
象
者
と
送
付
時
期

①
１
月
１
日
～
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
あ
っ
た
方

　

控
除
証
明
書
が
11
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
記
載
内

容
は
、
右
記
期
間
に
納
付
し

た
額
と
年
内
の
納
付
見
込
み

額
に
な
り
ま
す
。

②
10
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
初
め
て
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
あ
っ
た
方

　

来
年
２
月
上
旬
に
控
除
証

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
ご
家
族
の
保
険
料
も
納
付
さ

れ
て
い
る
方

　

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と

し
て
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、

そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付

し
た
人
の
所
得
税
等
の
控
除

対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
ご
自
身
の

社
会
保
険
料
の
額
と
合
算
し

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
と
き
、
ご
家
族
分
の
控
除

証
明
書
も
添
付
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

土
浦
年
金
事
務
所　

℡
０
２

９

－

８
２
４

－
７
１
２
１

ま
た
は
控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル　

℡
０
５
７
０

－

０

７
０

－

１
１
７

Ｉ
Ｐ
電
話
の
方　

℡
０
３

－
６
７
０
０

－

１
１
３
０

▽
受
付
期
間

11
月
４
日（
火
）
～
平
成
27

年
３
月
13
日（
金
）

▽
受
付
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日
：
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

た
だ
し
、
月
曜
日
（
月
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

は
午
後
７
時
ま
で

第
２
土
曜
日
：
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時

※
祝
日
、
12
月
27
日
～
１
月
４

日
は
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。

＜

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

で
す＞

　

厚
生
労
働
省
で
は
「
国
民
お

一
人
お
一
人
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高

齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡

ら
せ
て
い
た
だ
く
日
」と
し
て
、

11
月
30
日
を
「
年
金
の
日
」
と

し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
ご
自
身
の
年
金
記
録
と
年
金

受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
、
未

来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で

き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給

見
込
み
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身

の
年
金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま

な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
土
浦
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

土
浦
年
金
事
務
所　

℡
０
２

９

－

８
２
４

－

７
１
２
１

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w

w
.nenkin.

go.jp/

▽
受
付
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日
：
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

た
だ
し
、
月
曜
日
（
月
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

は
午
後
７
時
ま
で

第
２
土
曜
日
：
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時

※
祝
日
、
12
月
27
日
～
１
月
４

日
は
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。

い
い�

み
ら
い

　

携
帯
電
話
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
な
ど
の
小
型
家
電
に
は
、
貴

重
な
有
用
金
属
（
金
・
銀
・
銅
・

レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
）
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
資
源
物
の
相

当
部
分
が
、
回
収
さ
れ
る
こ
と

な
く
埋
立
て
処
分
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
大
切
な
資
源
が
回
収

さ
れ
る
こ
と
で
再
資
源
化
が
図

ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、９
月
よ
り
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
家
庭
に
あ
る
小
型
家
電

の
リ
サ
イ
ク

ル
に
ご
協
力

を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

△

回
収
ボ
ッ
ク
ス

○
回
収
す
る
使
用
済
み
小
型
家
電

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
入
で
き

る
大
き
さ
（
縦
１
５
０
㎜
×

横
３
０
０
㎜
）
の
小
型
家
電

で
、
左
記
の
品
目
で
す
。

電
話
機
、
携
帯
電
話
（
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
も
含
む
）、
Ｐ
Ｈ
Ｓ

端
末
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
ー
、
Ｍ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
携

帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
フ
ラ
ッ

シ
ュ
メ
モ
リ
・
Ｈ
Ｄ
Ｄ
）、
電

子
辞
書
、
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
、

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
（
デ
ッ
キ

を
除
く
）、
据
置
型
ゲ
ー
ム
機
、

携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
、
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

ユ
ニ
ッ
ト
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
ユ

ニ
ッ
ト

○
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

役
場　

２
階
環
境
対
策
課

（
開
庁
時
間
の
み
）

○
注
意
事
項

・
一
度
ボ
ッ
ク
ス
に
投
入
し
た

小
型
家
電
は
、
取
り
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
個
人
情
報
等
が
含
ま
れ
る
も

の
は
、
あ
ら
か
じ
め
デ
ー
タ

を
削
除
し
て
か
ら
お
出
し
く

だ
さ
い
。

・
電
池
・
電
池
パ
ッ
ク
・
バ
ッ

テ
リ
ー
は
、
取
り
外
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
環
境

対
策
課　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
５
２
）
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軽自動車税の税率（年額）が変わります

　

乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ

ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
な
ど
の
農
耕
作
業

用
自
動
車
や
、
フ
ォ
ー
ク
・
リ
フ
ト
、

シ
ョ
ベ
ル
・
ロ
ー
ダ
な
ど
の
小
型
特
殊

自
動
車
は
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。 

　

該
当
す
る
車
両
を
取
得
し
た
人
（
法

人
）、
ま
た
は
現
在
未
申
告
の
車
両
を

所
有
し
て
い
る
人
（
法
人
）
は
、
申
告

を
し
て
、標
識
番
号（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
）
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、
車

両
後
方
の
見
や
す
い
箇
所
に
取
り
付
け

て
く
だ
さ
い
。 

※
公
道
を
走
行
し
な
い
（
工
場
内
や
田

畑
で
し
か
使
用
し
な
い
）
車
両
や
現
在

使
用
し
て
い
な
い
車
両
で
も
、
所
有
し

て
い
れ
ば
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】  

・
印
鑑
、
車
名
（
メ
ー
カ
ー
名
）、
車

台
番
号
、
排
気
量
が
わ
か
る
も
の
、

販
売
証
明
書
、
ま
た
は
譲
渡
証
明
書

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課　

町
民
税
係

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
６
２
・
２
６
４
）

農
耕
作
業
用
自
動
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
人
は
軽
自
動
車
税
の
申
告

が
必
要
で
す
！

●オートバイや農耕作業車（トラクターなど）をお持ちの方へ
　平成 27 年 4 月 1 日から下表のとおり変更されます

●三輪・四輪以上の軽自動車をお持ちの方へ
　平成 28 年度から下表のとおり変わります

区　　　　分
税　率（年額）

変更前 変更後

原動機付
自転車

二輪 50cc 以下 1,000 円 2,000 円
二輪 50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円
二輪 90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円
三輪以上 20cc 超 50cc 以下

（ミニカー） 2,500 円 3,700 円

小型特殊
自動車

農耕
作業用

二　 輪 1,600 円
2,400 円

四　輪
1,000cc 以下 2,400 円
1,000cc 超 3,100 円

その他のもの 4,700 円 5,900 円
軽二輪車　125cc 超 250cc 以下 2,400 円 3,600 円
二輪の小型自動車　250㏄超 4,000 円 6,000 円

　これまでの農耕作業用の課税区分は
３区分でしたが、１区分に変更となり
ます。
　農耕作業用は「農耕作業を行う能力
と乗用装置を兼ね備えたもの」、その
他のものは「フォークリフトなどの農
作業以外の特殊作業用」となります。

※重課税率とは、グリーン化を進める観点により最初の新規検査（新規取得時に受ける検査）から 13 年
を経過した「三輪以上の軽自動車」について適用されます。

　（毎年４月１日現在で、新規検査から 13 年を経過したものが適用となります）

区　　　分
税　　率（年額） ※重課税率（年額）

平成 27 年 3 月 31 日
以前に新規登録車両

平 成 27 年 4 月 1 日
以降に新規登録車両

新規登録から 13 年
以上経過した車両

軽
自
動
車

四輪以上
自家用

乗　用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
貨　物 4,000 円 5,000 円 6,000 円

営業用
乗　用 5,500 円 6,900 円 8,200 円
貨　物 3,000 円 3,800 円 4,500 円

三　　輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円
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平
成
26
年
12
月
14
日
執
行
予
定

の
茨
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
日
程
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◇
投
票
で
き
る
方

　

平
成
６
年
12
月
15
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
９
月

４
日
ま
で
に
利
根
町
で
住
民
登

録
を
行
い
、
引
き
続
き
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

《
県
内
か
ら
の
転
入
の
場
合
》

　

平
成
26
年
９
月
５
日
以
降
に
利

根
町
に
転
入
さ
れ
た
方
で
、
前
住

所
地
（
茨
城
県
内
に
限
る
）
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
市
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引

き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨

の
証
明
書
」
を
持
参
す
れ
ば
、
前

住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

《
県
内
へ
の
転
出
の
場
合
》

　

平
成
26
年
９
月
５
日
以
降
に

利
根
町
か
ら
茨
城
県
内
の
市
町

村
へ
転
出
さ
れ
た
方
で
、
当
町

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
、
市
町
村
長
が
発
行

す
る
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
持

参
す
れ
ば
、
利
根
町
の
投
票
所

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
県
内
の
住
所
を

２
回
以
上
移
転
し
た
方
は
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

※
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を

有
す
る
旨
の
証
明
書
」
は
、
県

内
最
寄
り
の
市
町
村
で
発
行
し

ま
す
。
請
求
の
際
は
住
民
票
担

当
課
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
投
票
所
入
場
券

　

入
場
券
は
、
12
月
５
日（
金
）

以
降
は
が
き
（
１
枚
に
つ
き
、

６
名
ま
で
記
載
）
で
自
宅
に
郵

送
し
ま
す
。
投
票
日
当
日
は
入

場
券
を
持
参
し
、
入
場
券
に
記

載
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
選
挙
公
報

　

選
挙
公
報
は
、
12
月
12
日

（
金
）
ま
で
に
、
新
聞
折
り
込

み
に
よ
り
配
布
し
ま
す
。
選
挙

公
報
は
、
次
の
町
内
各
公
共
施

設
に
も
備
え
て
お
き
ま
す
の

で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

新
聞
未
購
読
世
帯
の
方
で
、
郵

送
に
よ
る
配
布
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

利
根
町
役
場
／
利
根
町
公
民

館
／
利
根
町
図
書
館
／
利
根

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
／
利

根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
不
在
者
投
票

◎
選
挙
期
間
中
に
町
外
に
滞
在

さ
れ
て
い
る
方
は
、
滞
在
先

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◎
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会

が
指
定
す
る
病
院
等
に
入
院

な
ど
し
て
い
る
方
は
、
そ
の

施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

◎
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病

者
手
帳
・
介
護
保
険
の

被
保
険
者
証
を
交
付
さ

れ
て
い
る
方
で
、
そ
の

障
害
の
区
分
が
下
の
表

に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
郵
便
に
よ
り
自
宅

で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
郵
便
投
票
を
す

る
際
に
は
、「
郵
便
投

票
証
明
書
」
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
選
挙
管
理
委
員
会
に

申
し
出
て
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

◇
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や

旅
行
の
ほ
か
、
疾
病
や
身

体
の
障
害
等
の
た
め
投
票

日
当
日
に
投
票
で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
方
は
、
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
時
間　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
８
時

◎
投
票
場
所

　

利
根
町
役
場

　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
期
間　

12
月
６
日（
土
）

　

～
12
月
13
日（
土
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
選
挙
管
理
委
員

会
（
役
場
総
務
課
内
）

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
５
０
２
）

〇郵便投票による不在者投票のできる方
身体障害者手帳 戦傷病者手帳 介護保険の被保険者証

両下肢、体幹 １級または２級 特別項症から第２項症まで ―
移動機能 １級または２級 ― ―
心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・
直腸または小腸 １級または３級 特別項症から第３項症まで ―

肝臓 １級から３級まで 特別項症から第３項症まで ―
免疫の障害 １級から３級まで ― ―
要介護状況区分 ― ― 要介護５
〇郵便投票による不在者投票のできる方のうち代理記載ができる方（上記の方で、かつ下表に該当する方）

身体障害者手帳 戦傷病者手帳
上肢、視覚 １級 特別項症から第２項症まで

茨城県議会議員一般選挙
（取手市選挙区　定数３名）

投 票 日　１２月１４日（日）
投票時間　午前７時から午後６時まで
～　「未来を決めるあなたとの一票」　～
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利根町男女共同参画推進プランの策定に伴い
町民の皆さまからのご意見を募集します

　男女共同参画基本計画は、男女共同参画基本法第 14 条の規定に基づき、男女共同参画社会の実現に向
けて、あらゆる分野における取り組みを総合的、計画的に推進していくために策定するものです。
　このたび、平成２７年度～平成３１年度を計画期間とする「利根町男女共同参画推進プラン（案）」を
とりまとめいたしましたので、本計画に対する皆さまからのご意見を下記のとおり募集いたします。

◎問い合わせ先　役場企画財政課　企画調整係　 ℡６８－２２１１（内線２２１）
　　　　　　　　ＦＡＸ ６８－７９９０　 ｅ kikaku@town.tone.lg.jp

意見募集期間 １１月２０日（木）～１２月１９日（金）
　＊意見書の提出期限は、12 月 19 日（金）午後５時１５分必着です。

閲覧期間 閲覧期間は、意見募集期間と同じです。
冊子閲覧は、閲覧期間内の各施設の開庁時間内となります。

閲覧場所 データ閲覧：http://www.town.tone. ibaraki . jp/
http ://www.iba-tonet . jp/

冊子閲覧　：利根町役場（１階情報公開コーナー・３階企画財政課）　利根町公民館、
利根町生涯学習センター、利根町図書館、利根町保健福祉センター、
国保診療所、布川地区コミュニティセンター、利根町民すこやか交流
センター、文間地区農村集落センター、利根東部農村集落センター

意見書を提出
できる方

・町内に住所を有する方
・町内に勤務または在学する方
・町内に事業所等を有する方

意見書の提出
方法

　意見書の提出にあたっては、町公式ホームページ、または閲覧場所に備え付けの「利
根町男女共同参画推進プラン（案）に対する意見書」または任意様式（住所・氏名・
電話番号を必ず明記）を、次のいずれかの方法により提出してください。

【留意事項】
・提出していただいた意見書の内容と、これに対する町の考えは、後日、町公式ホー

ムページや上記閲覧場所において公表します。（氏名等の個人情報は公開しません）
・同様の意見は、整理した上で一つの意見とする場合があります。
・提出していただいた意見書に対して、個別回答はいたしません。
・電話や窓口における口頭での意見は受け付けられません。
・募集期間を過ぎてから提出された意見書は受け付けられません。　

窓口への持参 役場（３階）企画財政課　企画調整係、利根町図書館

投書箱への
投函

利根町役場、利根町公民館、布川地区コミュニティセンター、
利根町生涯学習センター、文間地区農村集落センター、利
根東部農村集落センターの各敷地内に設置

郵送 〒 300-1696　北相馬郡利根町布川８４１－ 1
　　　　　　利根町役場　企画財政課　企画調整係

ファックス ０２９７－６８－７９９０

電子メール kikaku@town.tone. lg. jp



平成 26 年 11 月（№ 608）11

ぼうさい　掲示板町 の 防 災 情 報 を 取 得 す る に は ？
１　町では、次の方法で防災情報を発信します。
　避難準備情報、避難勧告、避難指示、避難所開設情報など、災害の発生が予想される場合や災害が発生
した場合には、次の方法により、町民の皆さまへ情報を提供します。
●情報メール一斉配信サービス　　●エリアメール　　　　　　   ●防災行政無線　　
●Ｌアラート　　　　　　　　　　●利根町公式ホームページ  　 ●広報車による巡回

２　火災、断水、停電に関する情報は、下記までお問い合わせください。
・火災情報⇒稲敷広域消防本部が運営するテレホンサービスをご利用ください。
　　　　　　（℡０２９７－６４－０１１９）
＊延焼のおそれのある場合や大規模火災が発生した場合は、利根消防署から防災行政無線でお知らせします。
・断水情報 ⇒茨城県南水道企業団にお問い合わせください。（℡ ０２９７－６６－５１３１（代））
・停電情報⇒東京電力茨城カスタマ－センターにお問い合わせください。（℡ ０１２０－９９５－３３２）

●エリアメールとは？
　町からの情報を NTTdocomo、KDDIau、Soft Bank の携帯電話、スマートフォン等にメールでお届けします。
エリアメールは、町が情報を発信した時点で利根町の区域内にいる方に届きます。登録の必要はありませんが、
メール等の受信できる環境設定が必要になる場合があります。なお、地震発生に関するエリアメールは、気
象庁から直接配信されています。　 
●防災行政無線とは？
　町内全域に設置した屋外スピーカーにより、災害発生時に町や消防署から防災情報を流します。武力攻撃
やテロなどの緊急情報は、国からの情報が直接自動で放送されます。防災行政無線で放送された内容は「防
災無線テレホンサービス」（下欄参照）で確認することができます。なお、平常時は、夕方のチャイムや下校
の見守りなど機器の点検を兼ねた放送を行っています。
●Ｌアラートとは？
　避難勧告等の災害情報を町がＬアラート（公共情報コモンズ）に登録することで、Ｌアラートに参加して
いる多数の報道機関に同時に提供されるというもので、これにより迅速かつ効率的な情報伝達が可能となり
ます。Yahoo!JAPAN 避難情報ページ、NHK 水戸放送局データ放送などで公開されます。　
●利根町公式ホームページとは？
　利根町が運営する公式ホームページ内に災害関連情報を掲載します。
●広報車による巡回とは？
　限られた地域への情報提供や防災行政無線の補完として、広報車による広報活動を行います。

●情報メール一斉配信サービスとは？
　町からの情報を、携帯電話、スマートフォン、またはパソコン等にメールでお届けします。情報取得には、
情報メール一斉配信サービスへの登録が必要になります。
登録はこちら⇒ 利根町公式ホームページ ⇒ 情報メール一斉配信サービス
URL：http://www.town.tone.ibaraki.jp/dir.php?code=974 

◎問い合わせ先　役場総務課　消防交通係　℡ ６８－２２１１（内線５０１）

防災行政無線テレホンサービス 
　町では、防災行政無線の放送を補完
するために、右記のフリーダイヤル（無
料）へ電話をすることで、防災無線か
ら流れた放送内容を聞くことができる
テレホンサービスを行っています。

電話番号：  ０１２０－３５５－６３３（フリーダイヤル）

　放送の新しいものから順に、最大 5 件の放送をご案内します。
　（「夕方のチャイム」、「下校の見守り」も含まれます。また、放
送から 24 時間経過したものは、自動的に消去されます。）

以下の電話からは、フリーダイヤルをご利用できません。
  ●衛星携帯電話    ●「050」番で始まる一部の IP 電話（電話番号の頭に ｢0000｣ を付けてダイヤルす
るとご利用できる場合があります。）　　

右記コードもしくは
メールアドレスに空メール
することで、登録の手続き

ができます。

パソコンの方は、下記のアドレスから

【メールアドレス】
mm_tone_regist@ictech.jp

携帯電話の方は、
右記を読み取ると
自動で画面が表示
されます。
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学 校 紹 介
今年度は
「子どもが笑顔で元気の出る文間小学校」

を目指します！
　現在の文間小学校は、旧文間小学校と旧東文間小学校が統合して生まれた学校です。平成２０年４月１日に
開校し、今年で創立７年目を迎えます。２０６名の児童（９月１日現在）が自然豊かな環境で元気に学校生活
を送っています。学校前には水田が広がり、春から初秋までは緑の美しいじゅうたんのような水田風景が心を
和ませてくれます。
　今年度の本校の教育目標は「子どもが笑顔で元気の出る学校」です。「笑顔で元気」という言葉をキーワー
ドに子どもたちが学習や生活に取り組んでいます。９月２７日に実施された「運動会」では、地域の多くの方々
にご来校いただき、子どもたちのたくさんの笑顔と元気な姿を披露することができました。長寿会の方々から
は「また来年も見に来たい。子どもたちに元気をもらったね。楽しかった。」などの嬉しい声をいただきまし
た。１１月には「もんまっこまつり」が予定されています。これも学習発表の場として広く保護者・地域の皆
さまに成果を発表しています。毎回多数の参観者があり運動会と並んで地域の一大行事となっています。その
他キッズリハビリ体操・自然観察学習・理科特別授業・やまなみ園訪問・昔の生活や昔のお話を聞く会・俳句
教室・読み聞かせの日などの特色ある教育活動を実施しています。このような教育活動ができるのも地域の多
くの方々の支えがあればこそです。
　今後も本校の教育活動がますます充実し、子どもたちの笑顔と元気が満ち溢れる学校づくりを地域の方々と
連携しながら進めていきたいと考えています。

【文間小の今年度の主な活動】
　４月＝入学式・1 年生を迎える会
　５月＝県庁見学・笠間焼体験遠足（３・４年生）
　６月＝町陸上記録会（６年生＝たつの子フィールド）
　　　　宿泊学習（５年生＝さしま少年自然の家）・大房長寿会花植え（６年生）
　７月＝ＰＴＡによるプール開放（スイミングスクールコーチ指導）
　　　　サマースクール（夏休み＝４～６年生の算数強化の時間）
　９月＝運動会
１０月＝アンデルセン公園遠足（１・２年生）やまなみ園訪問（６年生）
　　　　町音楽を楽しむ会（１～３年生参加＝利根町公民館）・布川一茶句会俳句教室（５・６年生）
１１月＝鎌倉・箱根修学旅行（６年生）もんまっこまつり・持久走大会
　　　　日本ウェルネススポーツ大学生と交流の日（２・５年生）・大房長寿会花植え（６年生）
　１月＝東京ＮＨＫ見学（５年生）・国会議事堂見学（６年生）
　２月＝昔の生活・お話を聞く会（１・３年生）
　３月＝６年生を送る会・卒業式

※文間小学校は、今年度も地域のさまざまな方に支えられて教育活動が行われています。

【文間小スナップ】

【長寿会の方 と々花植え】 【利根地固め唄発表】 【やまなみ園訪問】
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町制施行60周年記念

平成27年２月15日（日） 開催
第30回利根町駅伝大会

参加者
募 集

【開催日時】
●平成 27 年２月 15 日（日）　《雨天決行》
　会場：利根中学校
　・選手受け付け：午前８時～８時 25 分
　・開 会 式：午前８時 30 分から
　・スタート：午前９時 15 分から

【コース】
★小学生男子・小学生女子・中学生女子・一般女子

利根中学校を発着点に、立木～押戸～奥山～もえぎ野
台～利根中学校の周回コース（１人１周×６人）

★中学生男子・一般男子
利根中学校を発着点に、立木～押戸～大房～奥山～も
えぎ野台～利根中学校の周回コース（１人１周×６人）

【参加資格】
・小学生の部：小学４年生～６年生
・中学生の部：中学生
・一般の部：１５歳以上の方（ただし、中学生は除く）
・平常健康に生活している方で、過去の健康診断等にお

いて異常が認められなかった方。
・未成年の場合は、保護者が認めた方。

※参加者は、あらかじめ医師の健康診断を受けるなど、
各自の責任において健康には十分留意し、健康管理を
してください。

※大会競技中の事故については、応急処置のみ主催者側
で行いますが、その後の責任は負いません。

　けがに対しての補償は、大会側で加入した保険の範囲
内であることをご了承ください。

【チーム編成】
・１チーム・・・監督（代表者）１名（成人に限る）

選手６名（一般の部に限り監督・選手
の兼任が可能）補欠２名以内

部　　門 距　　　　　離　（単位：キロメートル）

小学生男子の部 １区 2.6 ２区 2.４ ３区 2.４ ４区 2.４ ５区 2.４ ６区 2.8 計 15.0

小学生女子の部 １区 2.6 ２区 2.４ ３区 2.４ ４区 2.４ ５区 2.４ ６区 2.8 計 15.0

中学生女子の部 １区 2.6 ２区 2.４ ３区 2.４ ４区 2.４ ５区 2.４ ６区 2.8 計 15.0

一 般 女 子 の 部 １区 2.6 ２区 2.４ ３区 2.４ ４区 2.４ ５区 2.４ ６区 2.8 計 15.0

中学生男子の部 １区 4.1 ２区 4.1 ３区 4.1 ４区 4.1 ５区 4.1 ６区 4.4 計 24.9

一 般 男 子 の 部 １区 4.1 ２区 4.1 ３区 4.1 ４区 4.1 ５区 4.1 ６区 4.4 計 24.9

【参加申し込み】
・申し込み方法：「参加申込書」に必要事項を記入し、

選手・補欠員全員分の誓約書を添付し、提出してくだ
さい。なお、参加費もあわせて直接納付（郵送不可）
ください。

＊参加申込書は、利根町教育委員会　学校教育課（役場
４階）と生涯学習課（利根町生涯学習センター内）に
用意してあります。

・申し込み先・・・利根町生涯学習センター
　　　　　　　　　（中谷 967 番地）
　　　　　　　　　利根町駅伝大会事務局
・申込期間・・・平成 26 年 11 月７日（金）から
　　　　　　　　12 月 20 日（土）必着（休館日を除く）
　　　　　　　　午前９時から午後５時まで
＊期限を経過したものおよび大会当日の申し込みは、一

切受け付けません。また、締切日直前は大変混み合う
ことが予想されます。時間に余裕をもってお早めに申
込みいただきますよう、よろしくお願いします。

【参加費】　
小学生男子の部 ･ 小学生女子の部� 町外  １チームにつき　１,000 円
中学生男子の部・中学生女子の部� 町外　１チームにつき　2,000 円
一般男子の部・一般女子の部� 町外　１チームにつき　5,000 円
一般男子の部・一般女子の部� 町内　１チームにつき　3,000 円
＊参加費支払い完了後のキャンセルや荒天による競技中止

の場合でも、参加費の返金はできません。なお、町内の
小学生の部および中学生の部は、参加費は無料です。

【主催】　利根町駅伝大会実行委員会
【共催】　利根町／利根町教育委員会
【主管】　利根町スポーツ推進委員
【協力】　利根町体育協会／利根町交通安全指導隊／

利根町内小中学校／利根町 PTA 連絡協議会／
利根町スポーツ少年団／
日本ウェルネススポーツ大学

【問い合わせ先】
利根町生涯学習センター内　℡６８－３２６３
利根町駅伝大会事務局

（休館日：月曜日、祝日、12 月 28 日～１月５日）
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（利根町総合型地域スポーツクラブ）
12 月の活動予定12月の活動予定12月の活動予定

☆クラブ活動に参加する際は、受け付けで「会員証」を提示してください（早朝の「楊名時太極拳」、「武術太極拳」では必要ありません）。
☆ビジター参加費は、大人：300 円 / 都度、子供（中学生以下）：150 円 / 都度です（早朝の「楊名時太極拳」、「武術太極拳」、第１日曜日の「ウオーキング」は無料です）。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

7 8 9 10 11 12 13

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

午前

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）
健康体操
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

武術太極拳
午前 10 時～ 11 時 30 分
（利根町生涯学習センター）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

14 15 16 17 18 19 20

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
ジョイフル・スローピッチソフトボール
午後１時 30 分～３時 30 分
（旧布川小学校グラウンド）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

21 22 23 24 25 26 27

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

午前

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）
健康体操
午前 10 時～ 11 時 30 分
（利根町生涯学習センター）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

武術太極拳
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

28 29 30 31

早朝

午前

午後

夜間

☆　プログラムは当日の状況により予告なしに変更/中止することがありますのでご了承願います。
☆　会場の準備、片付けは参加者全員で行いましょう。
☆　途中入会者の傷害保険は、入会翌月から適用となります。

　入会は、随時受け付けております。申込書は「とね ワイワ
イ くらぶ　クラブハウス」、「利根町生涯学習センター」、
「利根町公民館」にあります。
　申し込み受け付けは、クラブハウスと各プログラムの活動
場所（早朝の太極拳は除く）で行っておりますので、お気軽
にお越しください。

「とね ワイワイ くらぶ」クラブハウス　（事務局）　
〒300-1632   茨城県北相馬郡利根町下曽根 321

TEL  ０９０－１４０７－４４８０
FAX  ０２９７－６８ー３８１２



平成 26 年 11 月（№ 608）15

とね子育て支援センターって

　どんなところ？

知りたい人は来て！見て!!

　利根町在住の、未就園のお子さんと、その保護者を対象にさまざまな支援を行ってい
ます。現在は、子育て真っ最中のお母さん同士の情報交換や、気分転換の場所にもなっ
ています。また、子供同士のたくさんの遊びや、ふれあい体験の場にもなっています。
担当保育士とのたわいのないおしゃべりもおすすめです。（*^_^*）
　面倒がらずに、ぜひ出掛けてきてください。何かのきっかけ作りになれば幸いです。

問い合わせ先　
とね子育て支援センター（文間保育園内）
　℡ ６８－３１９４　FAX ６８－９２２９
※案内の手紙は、利根町役場の福祉課・住

民課前のお便りBOXにも入っています。

＊＊12月の予定＊＊
◎とね子育て支援センターの活動は、通

常は文間保育園内にて、月曜日～金曜
日に行っています。

　（土・日曜日、祝日は、お休みです。）
＊ワイワイサロンは、利根町保健福祉セ

ンターでの育児相談日です。
＊遊びに来る時は、各自水分を持参して

ください。
２ 火 すっきりサロン
５ 金 ＊４さいくらぶ
８ 月 ＊すくすく
９ 火 ＊すくすく
10 水 ワイワイサロン（Ｐ21参照）
11 木 ＊よちよち
12 金 ＊よちよち
15 月 ＊赤ちゃん＆マタニティさん
17 水 ＊ねんね
19 金 にこにこ広場
24 水 にこにこ赤ちゃん
25 木 すっきりサロン
＊12月26日～１月６日は、お休みです。

保育園の開放（園庭および室内）
月曜日～金曜日（祝日は除く）
午前９時30分～11時30分
午後３時～４時30分（変更もあり）
対象：未就園の親子
■ベビーカー持参でお庭を散歩して

くださってもかまいません。
■お孫さんを見ていらっしゃる祖父

母の方もご利用ください。

に こ に こ 赤 ち ゃ ん
午前９時30分～11時30分
対象：ねんね・赤ちゃんの親子
　　　マタニティの方もどうぞ
　園庭および室内で好きな遊びを楽
しんでください。小さいからこその
大変さをお母さん同士、分かち合っ
てください。

に こ に こ 広 場
午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子

　みんなであいさつを
済ませてから園庭およ
び室内で好きな遊びを
楽しんでください。最
後に保育士の紙芝居や
絵本の読み聞かせなど
もあります。

し ゃ べ ラ ン チ
午前９時30分～午後０時30分
対象：未就園の親子
　にこにこ広場に遊びに来ながらそ
の後で、持ってきたお弁当を食べて
も良い日です。おしゃべりしながら
のランチも楽しいですよ。

こんにちは

とね子育て支援センター

です

 

　朝夕の気温がだいぶ下がってきまし
た。それと同時にあちこちの景色も秋
色に染まってきています。遠出しなく
ても利根町のきれいな場所が案外ある
ものです。探してみてください。教え
ていただけるとなおうれしいです。

すっきりサロンへどうぞ  午前９時30分～11時30分
○引っ越ししてきたばかりで、まだお友達がいない親子の方
○昼間お子さんやお孫さんと２人きりで過ごされているお母さんや、

おばあちゃん
○ちょっと話をしたい、話を聞いて欲しいという親子の方など、思い

切って一度出掛けてみませんか？おしゃべりしてすっきりして帰っ
てください。お待ちしています。お気軽にどうぞ

△すくすくさんのお散歩
　秋晴れの日にみんなで農道を歩きました。普段、
車で移動することが多いので、たくさん歩くことに慣
れていないかもしれません。でも、みんなよく歩いて
いましたね。小さな虫や花を見つけながら親子の会
話もはずんでいるようでした。

年齢別サークルの対象年齢
４さいくらぶ：すくすく以上で未就園のお子さん
すくすく：平成 23 年４月～平成 24 年３月生まれ
よちよち：平成 24 年４月～平成 25 年３月生まれ
ね ん ね：平成 25 年４月～平成 25 年 12 月生まれ
赤ちゃん：平成 26 年１月生まれから
＊マタニティさんは、赤ちゃんの日やねん

ねの日に遊びに来て、お母さんたちや小
さいお子さんたちとふれあってください。

＊12月の年齢別は
お母さんのお楽しみとして
しめ飾り作りを行います。
材料費として３００円ご用意ください。

赤ちゃん＆
ねんねちゃん
あつまれ～

　平成 25 年と平成 26 年生
まれのお友達！！とね子育
て支援センターへ遊びに来
てみませんか！！
　みんなでおしゃべりしま
しょう。
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町の話題
　

利
根
町
で
は
、
来
年
小
学
１

年
生
に
な
る
子
ど
も
た
ち
に
ラ

ン
ド
セ
ル
を
贈
る
贈
呈
事
業
の

実
施
に
伴
い
９
月
10
日（
水
）

～
18
日（
木
）
に
実
物
を
確
か

め
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、

展
示
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
役

場
会
議
室
に
色
と
り
ど
り
の
男

女
合
わ
せ
て
36
種
類
も
の
ラ
ン

ド
セ
ル
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

家
族
は
、
実
際
に
見
た
り
背

負
っ
た
り
し
て
選
ん
で
い
ま
し

た
。
中
に
は
、
選
び
き
れ
ず
写

真
に
撮
り
、
家
族
で
話
し
合
っ

て
か
ら
ま
た
来
ま
す
と
い
う
方

も
い
ま
し
た
。
注
文
さ
れ
た
ラ

ン
ド
セ
ル
は
、
12
月
末
ご
ろ
子

ラ
ン
ド
セ
ル

贈
呈
事
業
に
伴
う

展
示
会
開
催
さ
れ
る

長
寿
を
祝
う

利
根
町
敬
老
会
を
開
催

英
語
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
県
大
会
で
県
知
事
賞
を
受
賞

利
根
中　

木
下
英
梨
香
さ
ん
が
利
根
町
長
へ
報
告

ロ
シ
ア
国
立
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
教
育
総
合
大
学
副
学
長
が

町
長
を
表
敬
訪
問

ど
も
た
ち
に
届
く
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
来
年
の
町
制

施
行
60
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
行
な
わ
れ
、
今
後
も
継

続
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
21
日（
日
）、
利
根
町

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
毎
年
恒
例
の
利
根
町
敬
老

会
（
町
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　

会
場
に
は
、
65
歳
以
上
の
方

と
そ
の
ご
家
族
の
２
５
０
名
が

参
加
。

　

式
典
で
は
、
今
年
度
１
０
０

歳
・
88
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
が

長
寿
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
町

長
よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

式
典
後
は
、
町
で
積
極
的
に

推
進
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
指
導
員
に
よ
る
体
操

を
会
場
の
皆
さ
ん
全
員
で
体
験
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
取
手

交
響
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏
を

聴
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
満
65
歳

以
上
の
方
は
、
今
年
度
の
１
０

０
歳
達
成
者
４
名
、
米
寿
達
成

者
85
名
を
含
め
、
６
１
２
８
名

（
昨
年
比
３
５
０
名
増
）
で
、

総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
約

35
・
63
％
と
な
っ
て
い
ま
す（
９

月
１
日
現
在
）。

　

今
年
度
１
０
０
歳
・
88
歳
を

迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
、
健
康
に

気
を
つ
け
て
こ
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
充
実
し
た
日
々
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

　

８
月
22
日（
金
）、
筑
波
学

院
大
学
で
英
語
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
県
大
会
が
開
催

さ
れ
、
当
町
か
ら
は
利
根
中
学

校
２
年
生
の
木き

の

下し
た

英え

梨り

香か

さ
ん

が
出
場
し
、
見
事
、
最
優
秀
の

県
知
事
賞
に
輝
き
９
月
19
日

（
金
）、
町
長
へ
報
告
に
来
庁
し

ま
し
た
。
こ
の
県
大
会
は
、
市

郡
大
会
、
県
南
大
会
と
各
地
区

大
会
を
経
て
、
選
ば
れ
た
生
徒

だ
け
が
出
場
で
き
る
大
会
で

す
。
木
下
さ
ん
は
県
南
地
区
の

代
表
と
し
て
出
場
し
、
今
回
の

受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ

大
学
と
姉
妹
校
提
携
し
た
、
ロ

シ
ア
国
立
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
教
育
総

合
大
学
の
学
務
副
学
長
と
国
際

協
力
副
学
長
が
9
月
22
日（
月
）

に
町
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。

　

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ

大
学
と
の
姉
妹
校
交
流
を
、
今

後
ど
の
よ
う
な
形
で
行
う
か
な

ど
の
意
見
交
換
を
す
る
た
め
に

来
日
し
、
大
学
の
施
設
等
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
。

△どのランドセルがいいかな？

△代表で米寿の表彰を受ける飯
い い

嶋
じ ま

  明
あきら

さん（惣新田）

△アトラクションでは、取手交響吹奏楽団による懐かしい
曲が演奏されました

△右から飯田校長・遠山町長・木下さん・ＡＬＴの
ライアン先生・川内先生

△

右
か
ら
伊
藤
教
育
長
、
遠
山
町
長
、

ビ
タ
ー
リ
・
ザ
ラ
ー
ハ
ビ
ッ
チ
・
カ

ン
ト
ル
学
務
副
学
長
、ド
ミ
ト
リ
ー
・

イ
ー
ガ
リ
ビ
ッ
チ
・
ボ
イ
コ
フ
国
際

協
力
副
学
長
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金
刀
比
羅
神
社
奉
納

相
撲
大
会
開
催
さ
れ
る

第
69
回
国
民
体
育
大
会

出
場
が
決
ま
り
利
根
町

長
を
表
敬
訪
問

“
２
０
１
５
和
歌
山
国

体
”
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

競
技
に
出
場
決
定

△

大
人
顔
負
け
の
技
も

△

２
連
覇
を
果
た
し
た
松
山
く
ん
、
優

勝
旗
を
手
に
（
左
か
ら
２
人
目
）

△
右
か
ら
佐
藤
早
和
子
さ
ん
、
遠
山
町

長

△

右
か
ら
今
野（
司
）さ
ん
、今
野（
寄
）

さ
ん
、
若
泉
さ
ん

　

９
月
23
日（
火
）
布
川
金こ

刀と

比ひ

羅ら

神じ
ん

社じ
ゃ

下
の
土
俵
で
「
金
刀

比
羅
神
社
奉
納
相
撲
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の
豆

力
士
80
名
が
参
加
し
、
年
齢
別

に
分
か
れ
取
り
組
み
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

行
司
の
掛
け
声
と
と
も
に
力

い
っ
ぱ
い
相
撲
が
取
ら
れ
、
周

り
か
ら
は
「
が
ん
ば
れ
！
」
と

大
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
後
半
に
は
、
高
学
年
（
小

学
４
年
生
～
６
年
生
）
に
よ
る

勝
ち
抜
き
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
昨
年
に
引
き
続
き
布
川

小
６
年
の
松ま

つ

山や
ま

晃こ
う

輝き

く
ん
が
見

事
２
０
１
４
年
の
優
勝
を
果
た

し
、２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

９
月
26
日（
金
）、
利
根
町

大
房
に
お
住
ま
い
の
佐さ

藤と
う

早さ

和わ

子こ

さ
ん
が
、
茨
城
県
代
表
で
第

69
回
国
民
体
育
大
会
（
長
崎
県

佐
世
保
市
体
育
文
化
館　

10
月

13
日（
月
）
～
15
日（
水
））
で

開
催
さ
れ
る
空
手
道
競
技
個
人

組
手
に
出
場
に
す
る
た
め
、
町

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
遠

山
町
長
か
ら
は
「
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
水
城
高
等
学

校
３
年
生
で
空
手
道
部
に
所
属

し
、
毎
朝
お
母
さ
ん
に
駅
ま
で

送
ら
れ
、
水
戸
ま
で
電
車
通
学

を
し
な
が
ら
日
々
空
手
の
練
習

を
積
み
重
ね
、
高
校
で
も
団
体

戦
、
個
人
戦
に
出
場
し
好
成
績

を
残
し
た
た
め
、
茨
城
県
代
表

で
国
民
体
育
大
会
出
場
と
な
り

ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
、
６
歳

か
ら
空
手
を
習
い
、
小
さ
い
時

か
ら
負
け
ず
嫌
い
で
あ
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
が
出
場
し
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
の
結
果

６
月
14
日（
土
）

　

平
成
26
年
度
茨
城
県
高
等
学

校
空
手
道
総
合
体
育
大
会
（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
）（
茨
城

県
武
道
館
）

女
子
個
人
組
手　
　
　

第
１
位

８
月
２
日（
土
）
～
４
日（
月
）

　

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
空
手
道
競
技
（
千
葉
県
印

西
市　

松
山
下
公
園
総
合
体
育

館
）

　

女
子
個
人
組
手
に
出
場　

２

回
戦
を
勝
ち
抜
き
、
３
回
戦
で

惜
し
く
も
敗
退
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
こ
の
先
も
空

手
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
30
・
31
日
に
前
橋
市
で

「
第
70
回
国
民
体
育
大
会
・
第

１
回
北
関
東
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
予

選
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
予
選
会
で
は
、
北
関

東
４
県
（
茨
城
、
栃
木
、
埼
玉
、

群
馬
）
か
ら
男
子
の
部
と
女
子

の
部
共
に
各
県
代
表
２
チ
ー
ム

計
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
県
別

リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た

「
み
な
み
レ
デ
ィ
ー
ス
」
が
、
女

子
の
部
で
優
勝
し
、
２
０
１
５

年
の
和
歌
山
国
体
に
出
場
が
決

定
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

競
技
は
２
０
１
５
年
国
民
体
育

大
会
か
ら
公
開
競
技
と
し
て
初

め
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

北
関
東
か
ら
は
男
子
１
チ
ー

ム
、
女
子
１
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
５
月
に
行
わ
れ

た
「
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
」で
は「
み
な
み
レ
デ
ィ
ー

ス
」
の
選
手
が
、
一
人
一
人
実

力
を
発
揮
し
て
他
チ
ー
ム
を
圧

倒
し
、
全
勝
（
６
勝
０
敗
）
優

勝
し
全
国
制
覇
を
果
た
し
ま
し

た
。

　
「
み
な
み
レ
デ
ィ
ー
ス
」
の

メ
ン
バ
ー
は
、
茨
城
県
の
県
南

ブ
ロ
ッ
ク
地
域
の
ミ
ド
ル
層
か

ら
選
抜
し
て
編
成
し
、
利
根
町

か
ら
今こ

ん

野の

寄よ
り

子こ

主
将
、
若わ

か

泉い
ず
み

和か
ず

代よ

選
手
、
今こ

ん

野の

司し

郎ろ
う

代
表
者
の

３
人
が
出
場
し
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
は
来
年
５
月
の
全
国
選
抜

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
、
２
年

連
続
全
国
制
覇
の
達
成
と
国
民

体
育
大
会
制
覇
を
目
標
に
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
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町の話題

９
月
に
中
学
校
体
育
祭
、
小
学
校
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

各
会
場
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す

△

文
小
学
校

△

布
川
小
学
校

△

文
間
小
学
校

△

利
根
中
学
校

　

茨
城
県
企
業
局
か
ら
供
給
を

受
け
て
い
る
茨
城
県
南
水
道
企

業
団
の
池
辺
勝
幸
企
業
長
（
牛

久
市
長
）
と
副
企
業
長
（
取
手

市
長
、
龍
ケ
崎
市
長
、 

利
根
町

長
）、
地
元
県
議
会
議
員
が
、

９
月
29
日（
月
）、県
庁
を
訪
れ
、

中
島
敏
之
企
業
局
長
に
受
水
料

金
値
下
げ
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

要
望
で
は
、
水
道
事
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少
の

到
来
に
加
え
、
節
水
機
器
の
普

及
、
企
業
の
操
業
規
模
縮
小
や

地
下
水
利
用
等
に
よ
る
水
需
要

が
減
少
傾
向
に
あ
り
大
変
厳
し

い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
を
説
明
。

企
業
団
に
お
い
て
も
、
合
理
性

と
能
率
性
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
た
め
の
経
営
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
中
で
も
茨
城
県

企
業
局
へ
支
払
う
受
水
費
が
費

用
割
合
の
５
割
を
超
え
、
平
成

25
年
度
決
算
に
お
い
て
も
水
の

原
価
（
給
水
原
価
）
が
給
水
収

益
（
供
給
単
価
）
を
上
回
る
と

い
う
原
価
割
れ
の
状
況
が
続
い

て
お
り
、
事
業
経
営
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を

強
調
し
、
値
下
げ
実
現
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。

　

茨
城
県
企
業
局
（
県
南
広
域

水
道
用
水
）
は
、３
市
１
町
（
牛

△右から中山龍ケ崎市長、池辺牛久市長、中島企業局長、
藤井取手市長、遠山利根町長、県議会議員（中村修氏、
山岡恒夫氏、萩原勇氏）

茨
城
県
へ
受
水
料
金
値
下
げ
要
望

茨
城
県
南
水
道
企
業
団

久
市
、
取
手
市
、
龍
ケ

崎
市
、
利
根
町
）
で
構

成
す
る
県
南
水
道
企
業

団
と
土
浦
市
、
つ
く
ば

市
、
守
谷
市
、
稲
敷
市
、

阿
見
町
、
河
内
町
、
美

浦
村
に
供
給
し
て
い
ま

す
。
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あ
ち
こ
ち
に
借
金
が
あ
る
方
の
場
合

　
「
払
い
過
ぎ
た
お
金
が
戻
っ
て
く
る

場
合
も
あ
り
ま
す
」、　
「
借
金
を
一
本

化
し
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
の
チ
ラ
シ
や

広
告
を
見
る
と
、
連
絡
し
て
み
た
く
な

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

昔
か
ら
の
借
金
を
返
済
し
続
け
て
い

る
場
合
、
過
誤
払
い
金
が
生
じ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
返
済
額
が
減

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
返

済
手
続
き
の
た
め
に
誰
か
に
依
頼
し
た

場
合
、
多
額
の
手
数
料
を
請
求
さ
れ
た

り
、
一
本
化
し
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず

し
も
返
済
金
額
が
減
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。

　

自
分
の
ケ
ー
ス
は
ど
う
な
る
の
か
、

多
重
債
務
者
の
た
め
の
無
料
相
談
会
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
な

ど
の
無
料
相
談
を
利
用
し
て
弁
護
士
、

司
法
書
士
、消
費
生
活
相
談
員
な
ど
に
、

幅
広
く
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
相
談
窓
口

　

役
場
経
済
課　

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

℡
68

－

２
２
１
１
（
内
線
３
２
６
）

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
５
時

水
曜
日
以
外
は
、
茨
城
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ

℡
０
２
９

－

２
２
５

－

６
４
４
５

月
曜
日
～
金
曜
日
、
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

多
重
債
務
に
ご
注
意
を
！

本当の恋愛って…？　「デートＤＶ」という言葉聞いたことありますか。

　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは「親密な関係にあるパートナーからの暴力」のこ
と。家庭内でおこるＤＶと同じように、恋愛関係でも暴力を振るったり、相手を支配しようとする
ことがあります。このような未婚のカップル間で起こる暴力を「デートＤＶ」と呼びます。
　ＤＶには「殴る」、「蹴る」という暴力のほかに「大声でどなる」、「無視する」というような
精神的に追い詰めるものや、金銭の貸し借り、あるいは友人関係を制限したり行動を監視したりす
る行為、また性的な暴力も含まれます。あなたは、大丈夫ですか？

  相手のことをチェックしてみましょう
□「昨日は誰とどこにいたの？」、「さっきのメール誰から？」と必要以上に問いただし、携帯電

話の内容をチェックしたりデータを消したりする。
□「私（僕）のことが好きならいいでしょう？」とあなたの気の進まないことを強要する。
□ あなたのことを「汚い」、「バカ」とののしったりする。
□ いつも自分を最優先させる。他のことを優先するとふてくされたり、過剰に怒ったりする。
□ 優しいときと意地悪なときの態度が極端だったり、ケンカしたときはすごく怖いのにその後異

常に謝ってきたりする。
□ 別れ話になったとき自殺をほのめかしたり、逆に「言うことを聞かないと別れる」と脅したり

する。

 あなたはどうでしょう

□ 相手が自分に合わせないとイライラする。
□ 相手が自分以外の人と仲良くすると異常に嫉妬したり責めたりする。
□ 相手が誰と何をしているか、何を話しているか気になって聞きだしてしまう。
□ 自分自身のせいであっても相手のせいにしてあたってしまう。
□ いつも相手をリードしなくちゃいけないと思ってしまう。
□ 相手が自分より劣っていると思っている。
□ 付き合っている人を自分のものだと思っている。
□ 暴力を振るう。

　いかがでしたか？もしもひとつでも該当するなら、それはデートＤＶの始まりではないかという目で
見直してみましょう。
　今の自分にとって大切な時間や人間関係、打ち込んでいることや将来の夢はあなたにとってかけがえ
のないものです。「恋は盲目」といいますが、もしもあなたが恋愛関係を窮屈に感じていたり「本当に
これでいいのかな？」と思うことがあるなら、もう一人の自分の目で、客観的に自分自身を見直してみ
ましょう。

男
女
共
同
参
画
っ
て
な
あ
に
？　

パ
ー
ト
⑬
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
℡
（
68
）
８
２
９
１

健
康
な
食
事

特
定
健
康
診
査
の
結
果
を

放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か

権
利
擁
護
講
演
会 

　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

障
害
が
あ
る
方
の

た
め
の
機
能
訓
練

利
根
町
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
よ
る

『
ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室
』

の
ご
案
内

　

超
高
齢
社
会
の
我
が
国
で
す

が
、
単
に
長
寿
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
・

重
症
化
を
予
防
し『
健
康
寿
命
』

の
延
伸
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
検
討
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
、
心
疾
患
、
脳
卒
中
、

糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病

は
、
日
々
の
食
事
や
運
動
、
喫

煙
習
慣
等
が
そ
の
発
症
と
関

わ
っ
て
き
ま
す
。
厚
生
労
働
省

《
糖
尿
病
予
備
軍
・
有
病
者
》

　

左
表
は
平
成
25
年
度
の
利
根

町
特
定
健
診
受
診
者
の
内
、
糖

尿
病
予
備
軍
（H

bA
1c

5.9
以

上
）
と
糖
尿
病
（H

bA
1c

6.5

以
上
）
の
状
況
で
す
。

　

健
康
な
食
事
を
学
び
、
作
り

味
わ
う
講
座
で
す
。

▽
日
時　

12
月
５
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

▽
場
所　

利
根
町
公
民
館

▽
定
員　

15
名
（
先
着
）

▽
参
加
費　

４
０
０
円

▽
持
ち
物
（
塩
分
濃
度
の
測
定

用
に
）
み
そ
汁
50
㏄
程
度
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具
等
／
軽
い
運

動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
増
進
係

　

℡
68

－

８
２
９
１

が
推
進
す
る
「
健
康
日
本
21

（
第
２
次
）」
で
は
、
私
た
ち
が

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
①

栄
養
・
食
生
活
②
身
体
活
動
・

運
動
③
休
養
④
た
ば
こ
⑤
ア
ル

コ
ー
ル
⑥
歯
の
健
康
等
に
関
す

る
改
善
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

健
康
長
寿
を
支
え
る

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

☆
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

☆
塩
分
の
摂
取
を
減
ら
す

☆
野
菜
料
理
を
あ
と
１
皿

　

本
年
度
の
権
利
擁
護
講
演
会

は
『
高
齢
者
虐
待
防
止
』
に
つ

い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
高
齢
者

虐
待
防
止
に
つ
い
て
の
知
識
を

皆
さ
ん
で
共
有
し
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時　

12
月
４
日（
木
）

・
受
付　

午
後
１
時
～

・
講
演
会　

午
後
１
時
30
分
～

　

３
時
30
分　

▽
場
所　

利
根
町
図
書
館

　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内
容　

『
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ

う
高
齢
者
虐
待
防
止
』

▽
講
師　

法
テ
ラ
ス
牛
久
法
律
事
務
所

弁
護
士　

佐さ

藤と
う　

直な
お

先
生

▽
参
加
費　

無
料

※
申
し
込
み
不
要

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

℡
68

－

８
９
４
１

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
68

－

８
２
９
１

　

日
常
生
活
の
中
で
、
継
続
的

に
自
主
訓
練
が
で
き
る
よ
う

に
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
個
別

機
能
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
実
施
日

●
理
学
療
法
士
に
よ
る
個
別
機

能
訓
練
お
よ
び
相
談

　

第
１
・
２
・
３
・
４
木
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

＊
予
約
制
。

　

１
人
当
た
り
、
月
２
回

●
自
主
リ
ハ
ビ
リ

　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

▽
場
所　

利
根
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

▽
対
象
者　

身
体
障
害
者
で
、

介
護
保
険
な
ど
の
通
所
系

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い

方
で
、
か
つ
基
本
動
作
能
力

（
座
る
、
立
つ
、
歩
く
な
ど
）

の
回
復
や
維
持
、
お
よ
び
障

害
の
悪
化
を
防
ぐ
必
要
の
あ

る
方

▽
料
金　

１
回
１
０
０
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
い
き
が
い
支
援

係
ま
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

検
診
結
果
の
「
＊
」
が
つ
い

て
い
る
検
査
項
目
は
生
活
の
見

直
し
が
必
要
で
す
。
「
＊
＊
」

は
、
医
療
機
関
で
の
受
診
が
必

要
で
す
。

　

気
に
な
る
健
診
結
果
は
放
置

せ
ず
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て

ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
を
見
直
し
た
い
方
は

ヘ
ル
シ
ー
相
談
（
予
約
制
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

第
１
木
曜
日
・
第
３
水
曜
日

25.50% 23.70%

14.10%
10.60%

0.00%
5.00%
10.00%
15.00%
20.00%
25.00%
30.00%

254名 282名 141名 91名

男性 女性 男性 女性

予備軍 予備軍 有病率 有病率

糖尿病の予備軍と有病率

79.55

86.30 

70.42 

73.62 

60 65 70 75 80 85 90

男性

女性

（年）

9.13年

12.68年

資料：平均寿命（平成 22年）は、厚生労働省「平成 22年完全生命表」、健康寿命（平成 22年）は、
厚生労働科学研究費補助金「健康寿命における将来予測と生活習慣病対策の費用対効果に関する研究」

平均寿命と健康寿命の差

平均寿命

健康寿命

（日常生活に制限のない期間）

平均寿命と健康寿命の差
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健 診 ・ 相 談 な ど

名　　称 日　　程 受　付　時　間 予　約　方　法 場所

各

種

相

談

日

育児相談 12月10日（水） 午前10時～11時
全乳幼児対象。各相談は当日の受付順
ワイワイサロンも同時開催 利

根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ヘルシー相談
11月19日（水）
12月４日（木）

午前9時～11時30分のう
ちの予約した時間

血圧測定　管理栄養士・保健師による相談
前日までに予約

口腔相談 11月19日（水）
午前9時30分～午後2時30
分のうちの予約した時間

歯科衛生士による口腔機能相談
前日までに予約

もの忘れ相談 11月25日（火）
午後1時～3時30分のうち
の予約した時間

もの忘れの気になる方等の相談
前日までに予約

精神保健相談 12月９日（火）
午後1時30分～3時のうち
の予約した時間

専門職による相談
１週間前までに予約　

名　　称 内　　容 日　　程 受 付 時 間 場所・問い合わせ先

ワイワイサロン 乳幼児親子の遊び場 12月10日（水）
午前10時～
11時

利根町保健福祉センター
介護者のつどい

介護している方のつ
どい（勉強会）

11月19日（水）
午後1時30～
3時30分

サロン・ド・い
ちょう

こころの健康づく
り・居場所

11月20日（木）
午後1時30分
～3時30分

場所：利根町保健福祉センター
問い合わせ先：利根いちょうの会
市村　℡68-4035

11
月
は

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ(

乳
幼
児
突
然

死
症
候
群)

対
策
強
化
月

間
で
す
！

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
限
定

大
腸
が
ん
検
診

●
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ（Sudden Infant 

D
eath S

yndrom
e

）
乳
幼

児
突
然
死
症
候
群
と
は
…

　

そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
赤

ち
ゃ
ん
が
、
事
故
や
窒
息
で
は

な
く
睡
眠
中
に
突
然
死
す
る
病

気
で
す
。原
因
は
、ま
だ
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
お
よ

そ
６
０
０
０
人
～
７
０
０
０
人

に
１
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
こ
の
病

気
で
亡
く
な
っ
て
い
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
生
後
２
カ
月

か
ら
６
カ
月
に
多
く
、
ま
れ
に

１
歳
以
上
で
も
発
症
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
乳
幼
児
突
然
死

症
候
群
）
を
防
ぐ
た
め
に
…

　

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
原
因
は
ま
だ
解

明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
次
の
３
つ
を
守
る
こ
と
で

発
生
率
を
抑
え
る
こ
と
が
数
々

の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

《
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を

守
る
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
う
つ
ぶ
せ
寝
は
避
け
る

う
つ
ぶ
せ
寝
が
あ
お
む
け
寝

に
比
べ
て
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症

率
が
高
い
と
い
う
研
究
結
果

　

こ
の
検
診
は
、
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
お
持
ち
の
方
限
定
の
検

診
で
す
。

　

な
お
、
年
度
内
１
回
の
み
の

受
診
と
な
り
ま
す
の
で
、
９
月

の
集
団
検
診
で
、
す
で
に
受
診

し
た
方
は
、
お
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

が
出
て
い
ま
す
。
医
学
上
の

理
由
で
必
要
な
と
き
以
外

は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
顔
が
見
え

る
あ
お
む
け
に
寝
か
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

赤
ち
ゃ
ん
を
な
る
べ
く
一
人

に
し
な
い
こ
と
や
、
寝
か
せ

方
に
対
す
る
配
慮
を
す
る
こ

と
は
、
窒
息
や
誤
飲
、
け
が

な
ど
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
タ
バ
コ
を
や
め
る

両
親
が
喫
煙
す
る
場
合
、
両

親
が
喫
煙
し
な
い
場
合
よ
り

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
が
高
く

な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。
妊
婦
自
身
が
禁
煙
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
妊
婦

や
乳
児
の
そ
ば
で
の
喫
煙
も

避
け
る
よ
う
、
身
近
な
人
の

協
力
が
必
要
で
す
。

③
で
き
る
限
り
母
乳
で
育
て
る

母
乳
で
育
て
ら
れ
て
い
る
乳

児
は
、
人
口
乳
の
乳
児
と
比

べ
て
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
が

低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
工
乳
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
引
き

起
こ
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
で
き
る
だ
け
母
乳
で

育
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

無料クーポン券対象者　大腸がん検診
申し込み・配布 採便容器提出

○採便容器を利根町保健福祉センター
へ取りに来てください。（土・日曜日、
祝日を除く午前８時30分～午後５時）

○郵送で受け取り希望の場合
11 月４日（火）～ 12 月５日（金）の
間に利根町保健福祉センターへ電話
でお申し込みください。（土・日曜日、
祝日を除く午前８時30分～午後５時）

12月15日（月）～19日（金）
１月26日（月）～30日（金）
２月23日（月）～27日（金）
受付時間：午前８時30分～正午
受付場所：利根町保健福祉センター
持参するもの：①大腸がん検診無料クーポン券
　　　　　　　②採便済みの容器　③問診票
※クーポン券を紛失した方は上記以外に運転免
許証か健康保険証をご持参ください。
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１
時
～
３
時
▽
会
場
：
龍
ケ
崎

市
市
街
地
活
力
セ
ン
タ
ー
「
ま

い
ん
」
２
階
▽
相
談
内
容
：
相

続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
入
国

管
理
各
種
許
可
申
請
手
続
ほ
か

▽
相
談
員
：
行
政
書
士
数
名

問
佐
川
☎
０
２
９
７

－

６
６

－

２
２
４
３

税
務
署
か
ら
各
種
説
明
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
者

の
方
の
決
算
の
仕
方
な
ど
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
説
明
会
で
使
用
す
る

資
料
は
、当
日
会
場
で
配
布
し
、

講
師
は
税
務
署
が
依
頼
し
た
税

理
士
が
行
い
ま
す
。

営
業
等
所
得
を
有
す
る
青
色
申

告
者

▽
日
時
：
12
月
３
日（
水
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▽
場

所
：
龍
ケ
崎
市
文
化
会
館
（
龍

ケ
崎
市
馴
馬
町
２
６
１
２
）

▽
日
時
：
12
月
12
日（
金
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▽
場

所
：
牛
久
市
中
央
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
牛
久
市
柏
田
町

１
６
０
６

－

１
）

▽
日
時
：
12
月
15
日（
月
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▽
場

所
：
取
手
市
役
所
藤
代
庁
舎

（
取
手
市
藤
代
７
０
０
）

営
業
等
所
得
を
有
す
る
白
色
申

開
催
日
、
場
所
に
つ
い
て
は

「
広
報
と
ね
」
で
随
時
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
日
時
：
12
月
６
日（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▽
場

所
：
龍
ケ
崎
市
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
龍
ケ
崎
市
馴
馬
町

２
４
４
５
）
▽
対
象
地
区
：
利

根
町
・
龍
ケ
崎
市
・
稲
敷
市
・

河
内
町
・
そ
の
他
▽
主
催
：
龍

ケ
崎
地
方
家
族
会
（
ピ
ア
・
か

た
つ
む
り
）

問
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
会
長　

長
瀬
☎
０
９
０

－

５
４
２
５

－

２
２
３
６

「
国
保
・
医
療
・
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
室
」

開
設
の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
11
月
22
日（
土
）
午

前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▽
相
談
内
容
：
医
療
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で
困
っ
て
い

る
こ
と
、
費
用
や
保
険
料
負

担
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
負

担
軽
減
策
な
ど
▽
電
話
番
号
：

０
２
９

－

８
６
４

－

２
５
４
８

▽
相
談
者
：
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
医
療
・
福

祉
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
▽
相
談

料
：
無
料
▽
主
催
：
茨
城
県
社

会
保
障
推
進
協
議
会

告
者	

▽
日
時
：
12
月
９
日（
火
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▽
場

所
：
竜
ヶ
崎
税
務
署
（
龍
ケ
崎

市
川
原
代
町
１
１
８
２

－

５
）

農
業
所
得
を
有
す
る
者

▽
日
時
：
12
月
10
日（
水
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▽
場

所
：
竜
ヶ
崎
税
務
署
（
龍
ケ
崎

市
川
原
代
町
１
１
８
２

－

５
）

＊
受
け
付
け
は
、
開
催
時
間
の

30
分
前
か
ら
行
い
ま
す
。

問
竜
ヶ
崎
税
務
署　

個
人
課
税

部
門
☎
０
２
９
７

－

６
６

－

１

３
０
３
（
代
表
）

＊
自
動
応
答
音
声
に
よ
る
案
内

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
「
２
」
番

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

龍
ケ
崎
地
方
家
族
会

（
ピ
ア
・
か
た
つ
む
り
）

定
例
会
の
お
知
ら
せ

　

ピ
ア
・
か
た
つ
む
り
で
は
、

精
神
障
害
の
当
事
者
を
持
つ
保

護
者
や
兄
弟
が
集
ま
り
、
毎
月

第
１
土
曜
日
に
「
家
族
を
支
え

る
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
は
、
家
族
や
親
族
だ
け

が
参
加
で
き
る
会
で
、
専
門
家

を
講
師
に
迎
え
、
病
気
や
福
祉

制
度
に
つ
い
て
の
勉
強
の
ほ
か
、

安
心
し
て
悩
み
を
話
し
合
い
、

多
く
の
参
考
意
見
が
聞
け
る
場

で
す
。
参
加
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
事
前
申
し
込
み
不
要
、

無
料
法
律
相
談

の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
12
月
１
日（
月
）午
前

９
時
～
午
後
１
時
▽
相
談
内
容
：

借
金
問
題
、
離
婚
、
相
続
・
贈

与
の
問
題
、
土
地（
借
地
）・
建

物
の
ト
ラ
ブ
ル
、
境
界
争
い
、

夫
婦
・
親
子
な
ど
家
庭
内
の
問

題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
セ

ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
問
題
、
交
通
事

故
な
ど
で
お
困
り
の
方
の
相
談
。

▽
相
談
受
付
件
数
：
12
件
ま
で

（
１
人
20
分
程
度
）▽
相
談
員
：

町
で
委
託
の
弁
護
士
▽
申
し
込

み
方
法
：
相
談
日
前
日
ま
で
の

電
話
予
約
と
し
ま
す
。
た
だ

し
、
当
日
空
き
が
あ
る
場
合

は
、
当
日
で
も
受
け
付
け
い
た

し
ま
す
。

問
役
場
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
68

－

２
２
１
１（
内
線
３
４
５
）

行
政
書
士

無
料
相
談
会

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
12
月
14
日（
日
）午
後

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
各
項
目

は
、
次
の
よ
う
に
省
略
し
て

い
ま
す
。　
…
申
し
込
み
先
、

　 

…
問
い
合
わ
せ
先

問

申

      

   

就
職
カ
レ
ッ
ジ
を

開
催
し
ま
す
！

（
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
）

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
ば
ら
き
で

は
「
脱
フ
リ
ー
タ
・
脱
無
職
」

を
目
指
し
て
い
る
15
歳
～
40
歳

代
前
半
の
方
を
対
象
と
し
た
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
就
職
カ

レ
ッ
ジ
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
27
日（
木
）・

28
日（
金
）、
12
月
４
日（
木
）・

５
日（
金
）・
11
日（
木
）
各
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分
▽
会
場
：
土
浦
市
亀
城
プ
ラ

ザ
（
土
浦
市
中
央
２

－

１
６

－

４
）
▽
対
象
者
：
15
歳
～
概
ね

40
歳
代
前
半
の
求
職
者
で
、
全

日
程
（
５
日
間
）
参
加
で
き
る

方　

先
着
30
名

申
・
問
特
定
非
営
利
活
動
法
人

雇
用
人
材
協
会
☎
０
２
９

－

３

０
０

－

１
７
３
８
ｅs-college

@
koyou-jinzai.org

「
求
職
者
支
援
訓
練
」
で

早
期
就
職

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い

方
等
を
対
象
に
、
早
期
就
職
に

向
け
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め

の
就
職
訓
練
の
案
内
を
し
て
い

ま
す
。
受
講
料
は
、
原
則
無
料

で
す
。
パ
ソ
コ
ン
系
や
介
護
分

野
な
ど
各
種
訓
練
が
あ
り
ま

す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
積
極
的

に
支
援
を
行
い
ま
す
。
お
問
い
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平
成
27
年
度
県
立
看
護
専
門

学
校
の
一
般
入
学
試
験
案
内

⑴
県
立
中
央
看
護
専
門
学
校

○
看
護
学
科
３
年
課
程
・
２
年

課
程

▽
募
集
人
数
：
40
人
▽
出
願
期

間：12
月
１
日（
月
）～
10
日（
水
）

○
助
産
学
科

▽
募
集
人
数
：
25
人
▽
出
願
期

間：12
月
８
日（
月
）～
12
日（
金
） 

⑵
県
立
つ
く
ば
看
護
専
門
学
校

○
看
護
学
科
３
年
課
程

▽
募
集
人
数
：
40
人
▽
出
願
期

間
：
11
月
25
日（
火
）
～
12
月

５
日（
金
）

試
験
日
（
看
護
学
科
） 

【
一
次
（
学
科
）】
平
成
27
年
１

月
７
日（
水
）

【
二
次
（
面
接
）】
平
成
27
年
１

月
９
日（
金
）

試
験
日
（
助
産
学
科
）

【
一
次
（
学
科
）】
平
成
27
年
１

月
21
日（
水
）

【
二
次
（
面
接
）】
平
成
27
年
１

月
23
日（
金
）

※
看
護
学
科
３
年
課
程
、
助
産

学
科
の
募
集
人
数
は
、
推
薦
入

学
者
を
含
み
ま
す
。

※
受
験
資
格
・
出
願
書
類
な
ど

の
詳
細
は
、
各
学
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
各

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

問
県
立
中
央
看
護
専
門
学
校

（
３
年
課
程
）
☎
０
２
９
６

－

７
７

－

０
５
３
３

（
助
産
・
２
年
課
程
）
☎
０
２

合
わ
せ
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ヶ
崎
☎
０

２
９
７

－

６
０

－

２
７
２
７

平
成
26
年
度

茨
城
県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校
公

開
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

聴
覚
障
害
児
が
学
習
す
る
場

で
あ
る
聾
学
校
を
参
観
し
て
い

た
だ
き
、
聴
覚
障
害
児
に
つ
い

て
ご
理
解
と
さ
ら
な
る
ご
協
力

を
賜
り
た
く
公
開
の
場
を
設
け

ま
し
た
。

▽
期
日
：
11
月
21
日（
金
）
午

前
９
時
30
分
～
11
時
45
分
▽
場

所
：
茨
城
県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校

▽
対
象
：
本
校
学
区
内
に
居
住

す
る
一
般
の
方
々
▽
日
程
：
受

け
付
け
（
午
前
９
時
30
分
～
９

時
45
分
）
全
体
会
・
授
業
公
開

（
午
前
10
時
10
分
～
11
時
45
分
）

▽
そ
の
他
：
参
加
費
は
無
料
、

事
前
の
お
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
11
月
12

日（
水
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校
☎

０
２
９

－

８
８
９

－

１
５
５
５

ＦＡＸ
０
２
９

－

８
８
９

－

２
４
１

３
ｅadm

in@
kasum

igaura-
sd.ed.jp

９
６

－

７
０

－

５
５
２
１

県
立
つ
く
ば
看
護
専
門
学
校

（
３
年
課
程
）
☎
０
２
９

－

８
５
２

－

３
５
１
５

ふ
れ
あ
い
楽が

く

集し
ゅ
う

バ
ン
ク

事
業
の
講
師
を
募
集
！

　

利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
が
学
び
、
そ
し
て
教

え
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
よ

い
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を

目
的
に
、
ふ
れ
あ
い
楽
集
バ
ン

ク
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
登
録
さ
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
の
方
々

に
、
教
室
や
講
座
等
の
講
師
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
生
涯
学
習

の
活
動
を
町
内
に
広
げ
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

▽
講
座
分
野

・
一
般
教
養
・
学
習
・
趣
味

・
音
楽

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

・
伝
統
文
化
・
そ
の
他

▽
登
録
方
法
：
講
師
の
登
録
を

希
望
す
る
方
は
、
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
利
根
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在

登
録
さ
れ
て
い
る
講
師
の
方
に

「
継
続
確
認
書
」
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

▽
申
請
締
め
切
り
日
：
12
月
26

日（
金
）

問
利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

社
会
教
育
係
☎
68

－

３
２
６
３

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
（
一
般
）
募
集

▽
受
験
資
格
：
中
学
校
卒
業

（
平
成
27
年
３
月
見
込
み
の
方

含
む
）
17
歳
未
満
の
男
子
▽
受

け
付
け
：
11
月
１
日（
土
）
～

平
成
27
年
１
月
９
日（
金
）
必

着
▽
試
験
期
日
：
第
１
次
試
験

　

平
成
27
年
１
月
24
日（
土
）、

第
２
次
試
験　

平
成
27
年
２

月
５
日（
木
）
か
ら
８
日（
日
）

ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

問
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

龍
ケ
崎
地
域
事
務
所
☎
０
２
９

７

－

６
４

－

３
３
５
１
ＨＰhtt

p://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
ibaraki/

利
根
町
朗
読
サ
ー
ク
ル

「
よ
し
き
り
」
朗
読
会
の

お
知
ら
せ

　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
る
朗

読
会
、
今
回
は
、
山
本
周
五
郎
、

小
沢
昭
一
、
瀬
戸
内
寂
聴
等
の

作
品
を
取
り
上
げ
ま
す
。
人
情

の
機
微
・
シ
リ
ア
ス
？
な
お
話

　

悲
観
か
ら
希
望
そ
し
て
女
の

情
念
の
お
話
で
す
。
皆
さ
ま
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

▽
日
時
：
11
月
18
日（
火
）
午

後
２
時
～
４
時
（
開
場
午
後
１

時
30
分
～
）
▽
場
所
：
利
根
町

公
民
館　

２
階
集
会
室
Ｂ
・
Ｃ

（
利
根
町
下
曽
根
１
８
７
）（
い

す
席
）

問
よ
し
き
り
代
表　

西
野
☎
68

－

６
９
０
９

ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

健
康
づ
く
り
に
ヨ
ガ
・
健
康

体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

○
土
曜
コ
ー
ス

▽
日
時
：
毎
週
土
曜
日　

午
後

０
時
30
分
～
２
時
30
分
▽
場

所
：
利
根
町
公
民
館
▽
内
容
：

ヨ
ガ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
整
体
中

心
▽
講
師
：
新し

ん

川か
わ

善よ
し

啓ひ
ろ

先
生
▽

費
用
：
月
３
２
０
０
円　

入
会

金
５
０
０
円

○
日
曜
コ
ー
ス

▽
日
時
：
毎
週
日
曜
日　

午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分
▽
場

所
：
利
根
町
公
民
館
▽
内
容
：

ヨ
ガ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
中
心
▽
講
師
：
新し

ん

川か
わ

よ
う
子
先
生
▽
費
用
：
月
３

２
０
０
円　

入
会
金
５
０
０
円

○
健
康
体
操

▽
日
時
：
第
２
・
４
水
曜
日　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
▽
場

所
：
利
根
町
公
民
館
▽
内
容
：

オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
体
操
、
音
楽

を
使
い
ス
ト
レ
ッ
チ
▽
講
師
：

23

募集情報お知らせ！
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星ほ
し

野の

有ゆ

里り

先
生
▽
費
用
：
月
２

１
６
０
円　

入
会
金
３
０
０
円

　

い
ず
れ
も
無
料
体
験
あ
り　

問
野
田
☎
68

－

５
１
１
５

　

２
０
１
４　

地
蔵
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
11
月
29
日（
土
）
午

前
10
時
～
午
後
７
時
・
30
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所
：
利
根
町
布
川　

徳
満

寺
境
内
▽
内
容
：
青
空
市
（
雨

天
中
止
）
長
野
県
産
り
ん
ご
・

み
そ
・
キ
ノ
コ
の
販
売
、
地
元

野
菜
・
龍
ケ
崎
コ
ロ
ッ
ケ
・
陶

器
・
焼
き
栗
・
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
・
ピ
ザ
・
一
茶
ま
ん
じ
ゅ
う
・

綿
菓
子
・
う
ど
ん
・
ソ
バ
。
い

も
煮
の
販
売
、
刃
物
研
ぎ
、
野

だ
て
（
雨
天
中
止
）（
午
前
10

時
～
午
後
３
時　

子
供
の
お
点て

前ま
え

：
午
前
10
時
～
正
午
）、
竹た

け

灯と
う

籠ろ
う

の
夕
べ　

11
月
29
日　

午

後
４
時
～
７
時
、（
駄
菓
子
つ

か
み
取
り
（
無
料
）
午
後
３
時

～
雨
天
決
行
、
民
話
紙
芝
居　

午
後
３
時
30
分
～
雨
天
強
風
中

止
、
点
火
、
花
火
リ
レ
ー　

午

後
４
時
～
雨
天
強
風
中
止
）、

小
林
一
茶
地
蔵
尊
ウ
オ
ー
ク

（
10
㎞
）
11
月
30
日（
日
）　

午

前
９
時
ま
で
に
徳
満
寺
集
合
、

雨
天
決
行
、
布
川
一
茶
句
会
展

示
は
、
11
月
25
日（
火
）
～
30

日（
日
）
▽
主
催
：
地
蔵
ま
つ

り
実
行
委
員
会

問
全
体　

大
野
☎
０
９
０

－

６

４
７
４

－

３
１
５
３

・
一
茶
ウ
オ
ー
ク　

田
仲
☎
０

９
０

－

２
２
５
４

－

４
９
０
８

・
布
川
一
茶
句
会　

二
見
☎
０

８
０

－

３
０
８
６

－

７
６
１
１

第
５
回　

布
川
一
茶
句
会
・

俳
句
大
会　

参
加
者
募
集

　

第
５
回
地
蔵
ま
つ
り
が
、
11

月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）
布

川
徳
満
寺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

一
茶
が
２
７
０
日
も
訪
れ
て
い

る
布
川
、
こ
の
日
ば
か
り
は
利

根
町
住
民
こ
ぞ
っ
て
俳
句
に
親

し
み
、
み
ん
な
で
日
本
独
自
の

文
芸
の
形
に
自
分
を
入
れ
込
ん

で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
29
日（
土
）
午

前
９
時
30
分
（
受
け
付
け
・
季

題
発
表
）、
投
句　

正
午
ま
で
、

午
後
１
時
～
（
選
句
会
）、
午

後
２
時
30
分
～
（
表
彰
式
お
よ

び
講
評
）
▽
場
所
：
徳
満
寺
客

殿
前
▽
そ
の
他
：
運
営
費
と
し

て
５
０
０
円
、
１
人
２
句
ま
で

▽
主
催
：
地
蔵
ま
つ
り
実
行
委

員
会
・
利
根
町
歴
史
探
訪
の
会

問
二ふ

た

見み

☎
０
８
０

－

３
０
８
６

－

７
６
１
１

利
根
町
図
書
館
映
画
会

の
お
知
ら
せ

「
可
愛
い
配
当
」

（
１
９
５
１
年　

ア
メ
リ
カ
）

主
演

　

ス
ペ
ン
サ
ー
・
ト
レ
イ
シ
ー

　
「
花
嫁
の
父
」
の
続
編
。
初

孫
が
で
き
る
と
の
報
告
を
受
け
、

戸
惑
う
父
親
の
心
情
と
騒
動
を

描
い
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ラ
マ
。

▽
日
時
：
11
月
22
日（
土
）     

午
後
１
時
～
▽
場
所
：
利
根
町

図
書
館　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

に
て
▽
入
場
料
：
無
料

問
利
根
町
図
書
館
☎
68

－

８
８

６
８こ

ど
も
図
書
館
ま
つ
り

▽
日
時
：
11
月
29
日（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▽
場

所
：
利
根
町
図
書
館　

２
階
多

目
的
ホ
ー
ル
に
て
▽
対
象
：
幼

児
～
小
学
生
▽
内
容
：
朗
読
と

工
作
（
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
）

「
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
が

ま
わ
っ
た
ら
」

　
　
　

宮
川
ひ
ろ
・
作

　
　
　

林　

明
子
・
絵

　

皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▽
参
加
費
：
無
料　

申
し
込
み

不
要

問
利
根
町
図
書
館
☎
68

－

８
８

６
８

募集情報お知らせ！

茨
城
県
自
然
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
案
内

サ
ン
デ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

○
秋
の
実
り
壁
掛
け
を
つ
く
ろ

う
▽
日
時
：
11
月
の
毎
週
日
曜
日
、

午
前
の
部
、
午
前
10
時
30
分
～

正
午
（
申
し
込
み
時
間
、
午
前

９
時
30
分
～
10
時
20
分
）
午
後

の
部
、
午
後
２
時
～
３
時
30
分

（
申
し
込
み
時
間
、
午
後
１
時

～
１
時
50
分
）
▽
場
所
：
博
物

館
１
階
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
▽
対

象
：
ど
な
た
で
も
（
主
に
小
・

中
学
生
向
け
）
※
幼
児
は
保
護

者
同
伴
▽
定
員
：
各
回
30
名（
抽

選
）
▽
材
料
費
：
１
０
０
円

わ
く
わ
く
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

○
恐
竜
パ
ス
タ
で
リ
ー
ス
を
つ

く
ろ
う
！

▽
日
時
：
11
月
22
日（
土
）
午

前
の
部
、
午
前
10
時
30
分
～
正

午
（
申
し
込
み
時
間
、
午
前
９

時
30
分
～
10
時
20
分
）
午
後
の

部
、午
後
２
時
～
３
時
30
分（
申

し
込
み
時
間
、
午
後
１
時
～
１

時
50
分
）
▽
場
所
：
博
物
館
１

階
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
▽
対
象
：

ど
な
た
で
も
（
主
に
幼
児
・
小

学
生
向
け
）
※
幼
児
は
保
護
者

同
伴
▽
定
員
：
各
回
30
名
（
抽

選
）
▽
材
料
費
：
１
０
０
円

　

そ
の
他
に
も
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク　

茨

城
県
自
然
博
物
館　

〒
３
０
６

－

０
６
２
２　

茨
城
県
坂
東
市

大
崎
７
０
０
☎
０
２
９
７

－

３

８

－

２
０
０
０
ＨＰhttp://w

w
w

.nat.pref.ibaraki.jp/

   

   

   
   

   

12 月１日（月）～ 31 日（水）

安全は　ゆとりの心と

マナーから

年末の交通事故防止県民運動
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出
前
講
座
と
は
！

　

出
前
講
座
と
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
が
聞
き
た
い
・
知
り
た
い

と
い
っ
た
町
の
施
策
や
制
度
な

ど
を
「
利
根
町
出
前
講
座
メ

ニ
ュ
ー
一
覧
」
か
ら
選
ん
で
い

た
だ
き
、
町
職
員
が
皆
さ
ま
の

所
へ
出
向
い
て
、
そ
の
講
座
内

容
の
説
明
や
お
話
し
を
行
う
も

の
で
す
。

利
用
で
き
る
方

　

こ
の
出
前
講
座
を
利
用
で
き

る
方
は
、
町
内
に
在
住
、
在
勤

ま
た
は
在
学
し
て
い
る
10
人
以

上
で
構
成
さ
れ
た
団
体
や
グ

ル
ー
プ
で
す
。

開
催
日
時

　

原
則
と
し
て
月
曜
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
と
し
、
１
講
座
は
質

問
を
含
め
、２
時
間
以
内
で
す
。

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
は
ご
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

利
根
町
公
民
館
、
利
根
町
図
書

館
の
出
前
講
座
は
、
休
館
日
に

あ
た
る
と
き
は
、
ご
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

出
前
講
座
の
会
場
な
ど

　

町
内
に
あ
る
公
民
館
、
集
会

所
、
事
業
所
等
と
し
ま
す
。
会

場
の
確
保
や
準
備
な
ど
に
つ
い

て
は
、
主
催
者
側
（
申
込
者
）

で
お
願
い
し
ま
す
。

講
座
の
料
金

　

出
前
講
座
の
講
師
に
係
る
費

用
と
テ
キ
ス
ト
代
は
、
無
料
で

す
。
そ
の
他
の
費
用
は
、
主
催

者
側
で
ご
負
担
願
い
ま
す
。

◎
申
し
込
み
方
法
等

講
座
メ
ニ
ュ
ー
や
申
し
込
み

方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
『
太
も
も
の
裏
側
を

伸
ば
す
』体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

【
体
操
の
効
果
】

　

こ
の
体
操
は
、
太
も
も
の
裏

側
に
あ
る
ハ
ム
ス
ト
リ
ン
グ
ス

を
伸
ば
す
こ
と
で
、
腰
痛
を
予

防
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
手
順
】

①
両
脚
を
伸
ば
し
て
床
の
上
に

座
り
ま
す
。

②
右
脚
は
伸
ば
し
た
状
態
に

し
、
左
脚
を
曲
げ
、
右
ひ
ざ

の
下
に
入
れ
ま
す
。

※
こ
の
時
、
両
手
は
右
ひ
ざ
の

上
に
乗
せ
ま
す
。

③
息
を
大
き
く
吸
い
、
ゆ
っ
く

介
護
予
防

『
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
教
室
』
の
紹
介
○33

利
根
町
出
前
講
座

お
気
軽
に
ご
注
文

く
だ
さ
い

り
吐
き
な
が
ら
腹
部
が
太
も

も
に
つ
く
よ
う
に
、
体
を
た

お
し
ま
す
。

④
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
息
を
吐

き
な
が
ら
15
秒
く
ら
い
保
ち

ま
す
。（
※
目
線
は
、
伸
ば

し
た
脚
先
を
見
ま
す
）

⑤
ゆ
っ
く
り
、
②
の
姿
勢
に
戻

り
ま
す
。

⑥
脚
を
組
み
替
え
て
、
同
様
に

行
い
ま
す
。

『
ポ
イ
ン
ト
』

・�

必
ず
、
片
脚
ず
つ
行
い
ま
す
。

・
伸
ば
し
た
脚
が
外
側
に
倒
れ

な
い
よ
う
、
反
対
側
の
手
で

押
さ
え
ま
し
ょ
う
。

・
腰
痛
の
あ
る
方
は
、
無
理
し

な
い
で
、
行
い
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
き
が
い
支
援
係　

℡
68

－

８
２
９
１

△利根町国保診療所での様子

△前後反復足踏みの様子

◆
体
力
測
定
を
実
施
し
ま
す

　

こ
の
運
動
集
会
で
は
、
毎
年

12
月
と
６
月
の
２
回
、
参
加
者

の
体
力
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

フ
リ
フ
リ
を
続
け
て
い
て
、
半

年
前
と
比
べ
て
体
力
は
ど
の
く

ら
い
向
上
し
た
で
し
ょ
う
か
、

自
分
の
今
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

測
定
内
容
は
８
種
目
あ
り
、

筋
力
・
歩
行
能
力
・
バ
ラ
ン
ス

感
覚
・
柔
軟
性
・
器
用
さ
・
素

早
さ
な
ど
を
測
っ
て
い
ま
す
。

同
世
代
の
平
均
と
比
べ
て
自
分

の
レ
ベ
ル
は
ど
う
な
の
か
も
、

表
に
し
て
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
楽
し
み
な
が
ら
体
力

の
維
持
、
増
進
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会

に
新
し
く
参
加
さ
れ
る
方
、
地

区
運
動
集
会
に
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。
大
歓
迎
で
す
。

フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操

『
地
区
運
動
集
会
』

主
催
：
利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ

＊＊フリフリ地区運動集会予定＊＊　（太字は、体力測定実施日）

場　　　所 日　　程 開　　催　　日
（11月 12日～ 12月 31日までの予定） 時　　間

利 根 町 公 民 館 第１、３木曜日 11月20日（木）、12月 ４日（木）・18日（木） 午前10 時～11時
＊参加無料
＊飲み物、
　室内履き持参

利根町民すこやか交流センター 第１、３火曜日 11月18日（火）、12月 ２日（火）・16日（火）
利根町生涯学習センター 第２、４水曜日 11月12日（水）・26日（水）、12月10日（水）

【講師】筑波大学　兵頭先生・諏訪部先生　＊福祉バス・利根町ふれ愛タクシーをご利用ください。
【問い合わせ先】利根町保健福祉センター　℡６８－８２９１
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健
康
教
室
取
手
市
医
師
会

℡
０
２
９
７
（
78
）６
１
１
１

　

今
年
は
代
々
木
公
園
で
蚊
に

刺
さ
れ
て
デ
ン
グ
熱
を
発
症
す

る
と
い
う
事
件
が
あ
り
、
大
き

な
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
今
回
は
、
蚊
の
生
態
と
感
染

症
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
少
し

お
話
し
し
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
で
感
染
症
と
か

か
わ
り
の
深
い
蚊
に
は
、
ヤ
ブ

カ
、ア
カ
イ
エ
カ
が
あ
り
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
蚊
は
成
虫

と
幼
虫
の
住
む
場
所
が
、
ま
っ

た
く
異
な
り
、 

蚊
の
幼
虫
（
ボ

ウ
フ
ラ
）
は
、
水
の
中
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
が
、
羽
化
し
た
成

虫
は
木
陰
な
ど
に
潜
み
、
産
卵

す
る
た
め
に
雌
の
蚊
が
吸
血
し

ま
す
。
雄
・
雌
と
も
ふ
だ
ん
は

樹
液
な
ど
が
食
物
で
す
が
、
雌

は
産
卵
の
た
め
に
吸
血
す
る
の

で
す
。
夏
場
で
は
約
２
週
間
で

卵
か
ら
成
虫
に
な
り
、
成
虫
の

寿
命
は
約
１
カ
月
で
す
。

　

日
本
で
も
っ
と
も
普
通
に
見

ら
れ
る
ヤ
ブ
カ
は
、
ヒ
ト
ス
ジ

シ
マ
カ
（
縞
蚊
）
で
、
こ
れ
は

関
東
地
方
以
西
で
は
、
恐
ら
く

人
が
吸
血
さ
れ
る
確
率
の
も
っ

と
も
高
い
蚊
で
あ
り
、
今
回
デ

ン
グ
熱
を
媒
介
し
た
の
も
こ
の

蚊
で
す
。
幼
虫
は
、
庭
の
水
が

め
や
、
植
木
鉢
の
水
受
け
皿
、

雨
水
マ
ス
、
放
置
さ
れ
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
に
よ
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
成
虫
は
樹
木

の
木
陰
や
潅か

ん

木ぼ
く

、
低
木
の
茂
み

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
藪
に
潜
ん
で

吸
血
の
チ
ャ
ン
ス
を
待
つ
、
待

ち
伏
せ
型
で
あ
る
た
め
、
多
く

の
場
合
、
庭
仕
事
や
公
園
の
散

歩
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
野
外

活
動
中
に
吸
血
さ
れ
ま
す
。
吸

血
を
避
け
る
に
は
藪
に
近
づ
か

な
い
の
が
一
番
で
す
が
、
や
む

を
得
ず
藪
の
中
や
近
く
で
活
動

す
る
と
き
は
、
虫
よ
け
の
塗
布

や
蚊
取
り
線
香
の
携
帯
、長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
の
着
用
な
ど
が
実
用

的
で
効
果
的
な
吸
血
回
避
方
法

で
す
。
冬
に
な
る
と
ウ
イ
ル
ス

を
保
有
す
る
成
虫
が
す
べ
て
死

滅
す
る
た
め
、
感
染
は
終
息
し

ま
す
。

　

ア
カ
イ
エ
カ
は
、「
家
蚊
」

と
い
う
名
の
と
お
り
家
屋
に

侵
入
す
る
の
が
得
意
で
、 

閉
め

き
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
ど
こ

か
ら
か
侵
入
し
、
寝
て
い
る
時

な
ど
に
吸
血
し
ま
す
。
水
田
や

沼
地
等
の
大
き
な
水
た
ま
り
に

蚊
の
話

ペ
ッ
ト
を
飼
い
始
め
る
前
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
！ 

□
ペ
ッ
ト
に
迎
え
る
動
物
の
習

性
や
飼
い
方
、
寿
命
や
成
長

後
の
大
き
さ
な
ど
の
情
報
収

集
を
し
て
い
ま
す
か
？

□
ペ
ッ
ト
の
餌
代
、
ワ
ク
チ
ン

代
、
医
療
費
、
ペ
ッ
ト
用
品

代
な
ど
の
必
要
な
費
用
を
、

生
涯
に
わ
た
り
支
払
え
ま
す

か
？

□
毎
日
欠
か
さ
ず
、
ペ
ッ
ト
の

世
話
に
時
間
と
手
間
を
か
け

ら
れ
ま
す
か
？

□
あ
な
た
の
体
力
で
世
話
が
で

き
る
ペ
ッ
ト
で
す
か
？

□
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
（
将
来

介
護
も
必
要
な
こ
と
な
ど
）

に
つ
い
て
、
家
族
全
員
が
賛

成
し
て
い
ま
す
か
？

□
家
族
の
中
に
、
動
物
に
対
す

る
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
人
は

い
ま
せ
ん
か
？

□
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
が
で
き

る
住
宅
で
す
か
？

□
引
越
し
や
進
学
、
就
職
、
結

婚
な
ど
に
よ
り
、
ペ
ッ
ト
を

手
放
す
こ
と
は
な
い
で
す

か
？

□
万
が
一
、
飼
え
な
く
な
っ
た

　

時
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す

か
？ 

◎
１
つ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
が
付
か

な
い
場
合
は
、
考
え
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
厳
禁
！

○
犬
の
放
し
飼
い
は
危
険
で

す
。
特
に
子
供
や
お
年
寄
り

へ
の
か
み
つ
き
事
故
は
、
命

に
関
わ
る
重
大
事
故
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

○
放
し
飼
い
に
よ
り
、
飼
い
主

　

の
い
な
い
犬
や
猫
が
産
ま
れ

　

て
し
ま
い
ま
す
！

捨
て
ず
増
や
さ
ず

飼
う
な
ら
一
生
！

※
動
物
の
愛
護
お
よ
び
管
理
に

関
す
る
法
律
で
も
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
の
は
犯
罪

で
す
！
（
法
※
第
44
条
３

「
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
」）

○
繁
殖
制
限
は
飼
い
主
の
責
任

で
す
！
（
法
※
第
37
条
「
繁

殖
制
限
」）

○
命
を
み
と
る
ま
で
飼
え
る
か
、

よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
！
（
法

※
第
７
条
４
「
終
生
飼し

養よ
う

」）

▽
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
９
６

－

７
２

－

１
２

０
０

役
場
環
境
対
策
課

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
５
３
）

ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
を

簡
単
に
考
え
て
い
ま
せ

ん
か
？

発
生
し
ま
す
が
、
成
虫
の
飛
距

離
は
１
㎞
近
く
あ
り
、
飛
ん
で

き
て
吸
血
す
る
攻
撃
型
で
す
。

感
染
症
と
の
関
係
で
は
、
日
本

で
は
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
が
日

本
脳
炎
を
媒
介
す
る
主
要
な
蚊

と
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
ン
グ
熱

と
は
異
な
り
、
日
本
脳
炎
で
は

豚
が
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
て
い

る
た
め
、
水
田
地
帯
で
豚
の
飼

育
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
で

は
、
毎
年
蚊
が
発
生
す
る
季
節

に
な
る
と
日
本
脳
炎
発
生
の
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
デ
ン
グ

熱
に
は
ま
だ
ワ
ク
チ
ン
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
日
本
脳
炎
に
は
有

効
な
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
の

で
、
き
ち
ん
と
受
け
て
お
く
こ

と
が
予
防
す
る
う
え
で
重
要
で

す
。
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□
茨
城
労
働
局
よ
り
お
知
ら
せ

　

茨
城
労
働
局
で
は
、
茨
城
県

最
低
賃
金
を
時
間
額
７
２
９
円

（
昨
年
度
額
よ
り
16
円
引
上
げ
）

に
改
定
決
定
し
ま
し
た
。
平
成

26
年
10
月
４
日（
土
）
か
ら
茨

城
県
内
の
全
産
業
・
全
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
賃
金
額
が

「
茨
城
県
最
低
賃
金
」
を
下
回

る
雇
用
契
約
は
労
使
双
方
の
合

意
で
あ
っ
て
も
、
最
低
賃
金
法

に
よ
り
、
賃
金
額
に
つ
い
て
は

無
効
と
さ
れ
、
最
低
賃
金
額
と

同
額
の
契
約
を
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
ま
す
。
最
低
賃
金
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
茨
城
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
（
℡
０
２

９

－

２
２
４

－

６
２
１
６
）
ま

た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

□
利
根
町
精
工
組
合
の
ご
案
内

　

利
根
町
精
工
組
合
は
利
根
町

商
工
会
員
の
中
の
建
設
業
関
係

者
の
組
合
で
す
。組
合
員
に
は
、

大
工
・
左
官
・
建
具
・
土
工
・

鳶
・
鉄
工
・
畳
職
・
瓦
職
・
表

具
・
板
金
・
石
工
・
塗
装
・
電

工
・
造
園
・
設
備
・
解
体
工
事

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
専
門

職
の
方
が
加
入
し
て
お
り
ま

す
。

　

親
切
・
丁
寧
な
工
事
で
依
頼

者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
組
合
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
に

関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
客
さ
ま
の
ご
要
望
に
あ
わ

せ
た
ベ
テ
ラ
ン
職
人
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
お
客

様
の
と
こ
ろ
へ
伺
う
ま
で
に

少
々
お
日
に
ち
を
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
）

◎
利
根
町
精
工
組
合
で
は
、
組

合
員
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
利
根
町
で
建
設
業
関
係
を

営
ん
で
い
る
方
が
、
加
入
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
加
入
い
た
だ

き
、
同
業
者
同
士
の
情
報
交
換

等
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
町
商
工
会　
　

　

℡
68

－

７
４
１
７

　

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達

訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
訓
練

は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（J-A
LERT

）
で
送
ら
れ
て
く

る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
防
災

行
政
無
線
な
ど
を
用
い
て
住
民

の
方
々
に
伝
達
す
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
「
防

災
行
政
無
線
」
の
試
験
放
送
お

よ
び
「
情
報
メ
ー
ル
一
斉
配
信

サ
ー
ビ
ス
」
の
試
験
配
信
に
よ

る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

○
実
施
日
時

　

11
月
28
日（
金
）
午
前
11
時

○
実
施
内
容

※
注
意　

こ
の
訓
練
は
、
試
験

放
送
お
よ
び
試
験
配
信
を
実
施

し
、
住
民
の
方
々
へ
緊
急
情
報

を
伝
達
す
る
た
め
の
訓
練
で
す

の
で
、
特
に
町
民
の
方
々
が
訓

練
に
参
加
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。　

【
用
語
解
説
】　　

 

※
「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（J-A
LER

T

：
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー

ト
）」

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
市

区
町
村
へ
、
人
工
衛
星
な
ど
を

通
じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

※
「
情
報
メ
ー
ル
一
斉
配
信

サ
ー
ビ
ス
」

　

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る

こ
と
で
、
町
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

試
験
時
に
配
信
さ
れ
る
の
は
、

防
災
情
報
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

登
録
は
「
利
根
町
公
式
ＨＰ

」

→
「
情
報
メ
ー
ル
一
斉
配
信
」

→
「
新
規
登
録
」

ＨＰhttp://w
w

w
.tow

n.tone.i
baraki.jp/dir.php?code=974

ま
た
は
、
11
ペ
ー
ジ
の
登
録
方

法
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

消
防
交
通
係

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
５
０
１
・
５
０
６
）

実施時間 実施事項 放送・配信内容

午前１１時

防災行政無線からの
放送

「これは、テストです」× 3 回＋
「こちらは、防災利根です」×１回＋
防災行政チャイム

情報メール一斉配信
サービス 「これは、試験配信です」

全国瞬時警報システム
(J
ジェイ

-A
アラート

LERT)による
防災行政無線等の
試験放送のお知らせ
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「広報とね」は、通常毎月第１金曜日発行です。
発行…利根町役場　編集…役場総務課  秘書広聴係
〒300-1696　茨城県北相馬郡利根町布川841-1

TEL 0297－68－2211　 FAX 0297－68－7990
利根町のホームページ  http://www.town.tone.ibaraki.jp/
モバイル版（i-mode用） http://www.town.tone.ibaraki.jp/mobile.php

利根町民憲章
　わたくしたちは、 大利根の豊かな流れと緑に恵まれた大地を
ふるさととする利根町民です。 
　この郷土と歴史を誇りとし、 人の和と力を集め、いっそう住み
よいまちづくりをめざして、 ここに町民憲章を定めます。 
一、 自然を守り、 水と緑の豊かなまちをつくりましょう。
一、 教養を深め、 伝統ある文化をそだてましょう。
一、 人を愛し、 ふれあいの輪をひろげましょう。 
一、 体をきたえ、 仕事にはげみ、 明るい家庭をきずきましょう。
一、 心を合わせ、 未 来にはばたく若い力をのばしましょう。 

【11月の納税等】
・国民健康保険税５期

・後期高齢者医療保険料５期

町の木サクラ･町の花カンナ･町の鳥ヨシキリ

人 口 と 世 帯 ○総人口
○男　性
○女　性
○世帯数

（住民基本台帳人口）

（   ）内は前月比

17,183 (－	14）
 8,443(－	 1）
 8,740(－�13）
 6,883(＋	 7）

10月１日現在

編

集

後

記

　

つ
い
こ
の
間
ま
で
、
自
分
の
娘

を
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
せ
て
散
歩
を

し
て
い
た
。
そ
れ
が
今
で
は
、
孫

を
乗
せ
散
歩
し
て
い
る
。
ま
だ
ま

だ
若
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
月
日

の
流
れ
は
と
て
も
早
い
も
の
。
我

が
子
を
育
て
て
い
る
時
は
、
何
か

と
毎
日
が
時
間
に
追
わ
れ
、
余
裕

も
な
か
っ
た
せ
い
か
、
今
は
世
代

が
変
わ
り
心
に
余
裕
が
で
き
た
せ

い
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
楽
し
い
ひ

と
時
が
孫
の
世
話
の
中
に
多
く
あ

る
よ
う
に
感
じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
笑
顔
を
み
る
た
め
に
、「
じ
ぃ

じ
」
は
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
。（
Ｔ
）

広報とねに掲載した写真デー
タがほしい方は、役場総務課
秘書広聴係　℡ 6 8 - 2 2 1 1

（内線507）にご連絡ください。

皆さまのご意見・ご要望を受け付けます

ご意見・ご要望の概要とその回答は、町民全体の課題として共有していただくため、
役場１階の情報公開コーナーで公開させていただく場合もあります。

町長へのホットライン

電子メール

投書箱 （町内６カ所に設置）
留守番電話・ファックス （℡0297-68-8059）

アドレス（ i n f o @ t o w n . t o n e . l g . j p）

問い合わせ先　役場総務課　秘書広聴係 ℡68-2211（内線507）

ご意見・ご要望には、 必ず氏名・住所・
電話番号をご記入ください。

利根町役場、 利根町公民館、 文間
地区農村集落センター、 利根東部
農 村 集 落 セ ン タ ー 、  布 川 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 、  利 根 町 生
涯学習センターの各敷地内に設置

だ
ま
さ
れ
た
振
り
作
戦
に

ご
協
力
を
！

　

茨
城
県
警
察
で
は
、
増
加
傾

向
に
あ
る
詐
欺
の
手
口
等
に
合

わ
せ
て
、
７
月
１
日
よ
り
「
振

り
込
め
詐
欺
」
か
ら
「
ニ
セ
電

話
詐
欺
」
に
名
称
変
更
し
ま
し

た
。

　

最
近
の
手
口
と
し
て
は
、
身

内
（
息
子
や
孫
）
を
か
た
る
犯

人
が
「
携
帯
電
話
が
壊
れ
て
電

話
番
号
が
変
わ
っ
た
」、「
会
社

の
金
を
使
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

す
ぐ
に
穴
埋
め
を
し
な
い
と
い

け
な
い
の
で
、
現
金
を
準
備
し

て
ほ
し
い
」、「
現
金
を
駅
ま
で

持
っ
て
き
て
ほ
し
い
」、「
現
金

を
宅
配
便
や
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で

送
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
言
っ

て
、
現
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と

す
る
手
口
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
な
規
模
で
ニ
セ
電
話

詐
欺
が
多
発
し
て
お
り
ま
す

が
、
９
月
中
に
も
、
取
手
警
察

署
管
内
で
息
子
を
名
乗
る
者
か

ら
「
電
車
内
に
小
切
手
等
の

入
っ
た
バ
ッ
グ
を
忘
れ
た
の
で
、

ニ
セ
電
話
詐
欺
に

ご
注
意
！

至
急
現
金
が
必
要
に
な
っ
た
」

と
金
銭
を
要
求
す
る
連
絡
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
、
多
額
の
現

金
を
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り

込
む
と
い
う
ニ
セ
電
話
詐
欺
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

茨
城
県
警
で
は
、
ニ
セ
電
話

詐
欺
の
根
絶
の
た
め
、
県
民
の

皆
さ
ま
か
ら
通
報
・
相
談
等
を

最
大
限
に
生
か
し
、
犯
人
検
挙

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

犯
人
は
、
息
子
・
孫
等
の
親

族
、
警
察
官
や
銀
行
員
、
役
場

職
員
に
な
り
す
ま
し
、
言
葉
巧

み
に
現
金
を
要
求
し
て
き
ま
す
。

現
金
を
要
求
す
る
怪
し
い
電
話

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
慌
て
る
こ

と
な
く
落
ち
着
い
て
、
そ
の
ま

ま
だ
ま
さ
れ
た
振
り
を
続
け
て

い
た
だ
き
、
電
話
を
切
っ
た
後

１
１
０
番
か
最
寄
り
の
警
察

署
、
交
番
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

だ
ま
さ
れ
た
振
り
を
す
る
こ

と
で
、
各
種
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
犯
人
の
検
挙

に
つ
な
げ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

ニ
セ
電
話
詐
欺
対
策
室

（
通
報
・
相
談
窓
口
）

℡
０
２
９

－

３
０
１

－

０
０

７
４
（
月
～
金
曜
日　

午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

ひ
ば
り
く
ん
防
犯

メ
ー
ル
へ
登
録
を
！

　

茨
城
県
警
察
に
よ
る
犯
罪
等

の
情
報
発
信
メ
ー
ル
で
す
。
登

録
無
料（
通
信
料
は
自
己
負
担
）

で
す
。

 

登
録
方
法

次
の
ア
ド
レ
ス

add@
m

ail1.police.pref.ibar
aki.jp

ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
読
み

込
み
、
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
、

返
信
メ
ー
ル
に
従
っ
て
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

取
手
警
察
署　

℡
０
２
９
７

－

７
７

－

０
１
１
０

利
根
交
番
だ
よ
り

℡
68

－

２
１
１
０


